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I. 調査概要 

調査の目的 

「第２次刈谷市子ども・子育て支援事業計画」を策定するにあたって、刈谷市に在住する就学前・

小学生の児童を持つ保護者の現状やニーズを把握し、施策の方向性の検討や、教育・保育事業の需

要量の見込みを設定するうえでの基礎資料とするため、本調査を実施した。 

 

 

調査対象及び調査方法 

 今回調査 前回調査 

①調査地域 刈谷市全域 刈谷市全域 

②調査対象者 

・刈谷市内在住の「就学前児童」の保

護者 

・刈谷市内在住の「小学生（１～３年

生）児童」の保護者 

・刈谷市内在住の「就学前児童」の保

護者 

・刈谷市内在住の「小学生（１～３年

生）児童」の保護者 

③標本数 
・就学前児童の保護者：2,000名 

・小学生児童の保護者：1,000名 

・就学前児童の保護者：2,000名 

・小学生児童の保護者：1,000名 

④標本抽出方法 住民基本台帳より無作為抽出 住民基本台帳より無作為抽出 

⑤調査期間 平成 30年 11月９日～11月 30日 平成 25年 11月８日～11月 22日 

⑥調査方法 郵送による配布・回収 郵送による配布・回収 

⑦調査実施機関 刈谷市 刈谷市 

 

 

調査票の回収状況 

 配布数 回収数 回収率 

今回調査 3,000 2,076 69.2％ 

 就学前児童保護者 2,000 1,377 68.9％ 

小学生児童保護者 1,000 699 69.9％ 

前回調査 3,000 1,828 60.9％ 

 就学前児童保護者 2,000 1,202 60.1％ 

小学生児童保護者 1,000 626 62.6％ 
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報告書の見方 

・グラフ・表中の「ｎ」はアンケートの有効回収数を示しています。 

・比率はすべて百分率（％）で表し、小数点第２位を四捨五入して算出しています。従って、合

計が 100.0％にならない場合もあります。 

・複数回答の場合、回答の合計比率が 100.0％を超える場合があります。 

・グラフ・表として示したもののうち、無回答が０の場合は「無回答」の表示を省略しています。

また、選択肢の文章を簡略化してある場合もあります。 

・報告書上の表記で、“就学前”は就学前の児童を持つ保護者、“小学生”は小学生の児童を持つ

保護者を意味しています。 

 

 



Ⅱ．調査結果の概略 

3 

II. 調査結果の概略 

 

（１）家族の状況・子どもの育ちをめぐる環境について 

子育て（教育を含む）を主に行っている人についてみると、就学前・小学生ともに「父母と

もに」が半数以上と最も多く、次いで「主に母親」がともに４割程度となっています。 

また、就学前・小学生ともに、子どもをみてもらえる親族・知人の状況は、「緊急時もしくは

用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が約６割となっており、祖父母等の親族を始め

何らかの支援が受けられる状況にある人が多い結果となっています。その一方で、子どもをみ

てもらえる親族・知人が「いずれもいない」との回答も１割程度います。 

 

（２）保護者の就労状況について 

保護者の就労状況についてみると、産前産後休暇（以下「産休」という）・育児休業（以下「育

休」という）・介護休業中も含め母親が就労している（フルタイム・パート・アルバイト等）割

合は、就学前で 55.0％、小学生で 71.0％となっています。前回調査では、就学前で 41.6％、

小学生で 56.6％となっており、就労している人が増えています。 

現在未就労である母親のうち、今後就労希望がある割合は、就学前、小学生いずれも５割以

上となっており、１年以内の就労を希望する母親の就労形態は、ほとんどが「パートタイム、

アルバイト等」で週３～４日、１日４～５時間の就労を希望しています。  

  

（３）平日の定期的な教育・保育事業の利用について 

就学前の定期的な教育・保育事業の利用についてみると、全体の 64.8％が「利用している」

と回答しています。前回調査の 58.7％よりも 6.1ポイント増加しており、今後も母親の就労が

増加すると、教育・保育事業の利用も増えていくことが予想されます。 

現在利用している教育・保育事業としては、「幼稚園」（40.7％）、「認可保育所」（40.2％）が

多くなっています。また、利用したいと考える教育・保育事業についても、「幼稚園＋幼稚園の

預かり保育」（49.6％）と「認可保育所」（48.5％）、「幼稚園」（41.8％）が多くなっています。 

現在教育・保育事業を利用していない理由として、「母親か父親が就労していない等の理由で

利用する必要がない」が 60.8％と最も多く、次いで「子どもがまだ小さいため」が 35.9％、「利

用したいが、幼稚園や保育所などに空きがない」が 17.3％となっています。 

利用希望を持っている人が一定程度いることや、母親の就労増加の状況を踏まえると、今後

も教育・保育事業のニーズは高まるものと考えられ、それに応じた教育・保育事業の充実が求

められます。 

 

（４）土曜・休日や長期休業期間中の教育・保育事業の利用について 

土曜・休日の教育・保育事業については、「ほぼ毎週利用したい」との回答が土曜日で 6.7％、

日曜日で 0.9％、祝日で 12.2％となっています。 

また、幼稚園利用者の、夏休み・冬休みなどの長期休業期間中の教育・保育事業の利用につ

いては、「休みの期間中、週に数日利用したい」が 47.3％、「休みの期間中、ほぼ毎日利用した

い」が 18.8％と、合わせて６割以上が利用を希望しています。 
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（５）子どもが病気の際の対応について 

就学前では 82.7％、小学生では 63.9％の人が、子どもが病気やケガで普段利用している事業

が利用できなかったことや学校を休まなければならなかった状況が「あった」と回答しており、

その際の対応については、就学前・小学生ともに「母親が休んだ」と回答した人が多くなって

います。 

子どもが病気やケガの際の対応として父親や母親が休んだ人のうち、「できれば病児・病後児

のための保育施設等を利用したい」と思った人は、就学前で 34.4％、小学生で 9.3％となって

おり、小学生よりも就学前で利用希望が高くなっています。 

一方、「利用したいとは思わない」は、就学前・小学生ともに６割以上となっており、その理

由としては「病児・病後児を他人にみてもらうのは不安」や「親が仕事を休んで対応する」が

主となっています。 

 

（６）不定期の教育・保育事業や一時預かり等の利用について 

就学前について、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労

等の目的でその都度利用している事業については、77.3％が「利用していない」と回答してい

ます。 

このような不定期な事業の利用希望については、「利用する必要はない」が就学前で 46.0％、

小学生で 68.9％となっています。一方、「利用したい」は就学前で 47.6％、小学生で 27.6％と

なっており、就学前で利用希望が高くなっています。 

また、この１年間に子どもを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならなかったことに

ついては、「なかった」が就学前で 76.7％、小学生で 85.0％と大半を占めています。「あった」

と回答した人は、就学前で 20.4％、小学生で 15.0％となっており、そのほとんどが親族・知人

にみてもらうことで対処しています。 

 

（７）放課後の過ごし方について 

小学校低学年の時期で希望する放課後の過ごし方をみると、「自宅」（就学前：53.3％、小学

生：75.3％）や「習い事」（就学前：57.3％、小学生：66.0％）が多く、次いで「放課後児童ク

ラブ」（就学前：44.6％、小学生：22.7％）となっています。 

小学校高学年の時期で希望する放課後の過ごし方についても、就学前・小学生ともに「自宅」

と「習い事」が多くなっています。一方、放課後児童クラブの利用希望をみると、就学前で 33.8％、

小学生で 16.8％が利用したいと回答しており、就学前に比べて小学生の利用希望は低くなって

います。 

 

（８）育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

就学前について、育児休業の取得状況をみると、母親では「取得していない」が 13.8％、父

親では 93.8％と父親の育児休業を利用している人がほとんどみられませんでした。その理由と

しては、母親では「子育てや家事に専念するため退職した」が 47.6％と最も多く、父親では「仕

事が忙しかった」が 39.5％、「祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がな

かった」が 36.9％、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が 36.4％と多くなってい

ます。 
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育児休業を取得した母親のうち、67.3％は育児休業取得後、職場に復帰しています。育児休

業の実際の取得期間としては「１歳～１歳６か月未満」が多いものの、勤め先に３歳まで休暇

を取得できる制度があった場合は３歳６か月未満までの休暇を希望する人が 41.5％と最も多く

なっています。 

また、職場復帰時の短時間勤務制度の利用については、母親では「利用した」が 52.5％と最

も多くなっています。前述のとおり、共働き世帯や就労を希望する母親が多いことからも、子

育てをしながら就労を継続できる環境づくりや、子育てと仕事の両立を支援する取り組みが、

より一層求められます。 

 

（９）子育てサービス、子育てに関連する分野の認知度・満足度について 

刈谷市の子育てサービスの認知度は、前回調査と比較すると 15 項目中 10 項目で認知度が高

くなっています。 

満足度をみると、15 項目中 11 項目で「満足（満足＋やや満足）」が５割以上となっており、

満足している人が多い状況です。前回調査と比較すると 15項目中９項目で高くなっています。 

利用する・しないは個別の状況等であるものの、サービス等の認知度を上げることが重要で

す。 

子育てに関連する分野の満足度は、子育て支援サービスの充実と利便性、妊娠・出産・育児

期の健診の利便性、小児医療サービスの利便性、公園など身近な子どもの遊び場の充実、総合

的な子育てのしやすさは、就学前でいずれも５割以上の人が「満足（満足＋やや満足）」と回答

しており、満足している分野が多くなっています。また小学生ではどの項目も「ふつう」が多

く、引き続き満足度維持・向上のため、利用者のニーズに合わせたサービス提供が求められま

す。 

 

（10）子育て全般について 

①子育ての相談について 

子育てや教育に関して相談できる人や場所については、就学前・小学生ともに９割以上の人

があると答えています。相談先については、就学前・小学生ともに祖父母等の親族や友人・知

人など、身近な人を相談相手とする人が多くなっています。 

 

②子どもの遊び場について 

子どもの遊び場に関する満足度は、小学生で 46.5％が「満足」と回答しており、「ふつう」を

あわせると 76.9％の人が不満ではないという評価をしています。 

一方で、子どもの遊び場で不満に感じることがあるかとの問いに対しては、「特に不満を感じ

ることはない」が 32.4％で最も多くなっています。その他では「遊具などの種類が充実してい

ない」、「十分な広さがない」などの設備に対する意見や「遊び場周辺が危険である」、「衛生的

に問題がある」など、安全面や衛生面に対する意見があります。 
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III. 調査結果 

居住地域の状況について 

（１）居住地区 

問 お住まいの小学校区はどこですか。 

【就学前：問 1、小学生：問１】 

<単数回答> 

居住地区は、就学前では、「富士松南」が 9.8％と最も多く、次いで「かりがね」（9.3％）、「東刈

谷」（8.8％）の順となっています。 

小学生では、「かりがね」が 10.1％と最も多く、次いで「朝日」（8.8％）、「富士松南」（8.5％）の

順となっています。 

図表 1 居住地区 

 

【就学前】                  【小学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

亀城

小高原

日高

衣浦

住吉

かりがね

平成

富士松南

富士松北

富士松東

小垣江

小垣江東

双葉

東刈谷

朝日

わからない・無回答 （n=1,371）

7.2

5.0

7.0

6.3

6.6

9.3

5.1

9.8

5.3

3.6

8.5

2.0

8.1

8.8

5.8

1.6

0% 10% 20%

亀城

小高原

日高

衣浦

住吉

かりがね

平成

富士松南

富士松北

富士松東

小垣江

小垣江東

双葉

東刈谷

朝日

わからない・無回答 （n=695）

6.3

6.0

5.9

5.3

6.9

10.1

6.8

8.5

5.9

5.0

6.6

3.6

7.1

6.0

8.8

1.2

0% 10% 20%
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（２）保護者の刈谷市在住期間 

問 保護者の方の刈谷市在住期間（平成 30 年 10 月 1 日現在）はどのくらいですか。 

【就学前：問２、小学生：問２】 

<単数回答> 

母親の刈谷市在住期間は、就学前では、「10 年以上」が 38.1％と最も多く、次いで「５年以上 10

年未満」（30.9％）の順となっています。 

小学生でも、「10 年以上」が 70.9％と最も多く、次いで「５年以上 10 年未満」（24.0％）の順と

なっています。 

父親の刈谷市在住期間は、就学前では、「10 年以上」が 44.2％と最も多く、次いで「５年以上 10

年未満」（26.3％）の順となっています。 

小学生でも、「10 年以上」が 71.2％と最も多く、次いで「５年以上 10 年未満」（20.4％）の順と

なっています。 

図表 2 保護者の刈谷市在住期間 

 

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 

 

 

  

就学前 n=1,371

小学生 n=695

6.3 

0.9 

23.7

3.0

30.9

24.0

38.1

70.9

0.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２年未満（現在住んでいない場合を含む）

２年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上

無回答

就学前 n=1,371

小学生 n=695

6.1 

1.4 

20.6

3.6

26.3

20.4

44.2

71.2

2.8

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２年未満（現在住んでいない場合を含む）

２年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上

無回答
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対象の子どもと家族の状況について 

（１）対象の子どもの年齢 

※平成 30 年４月１日現在 

問 あて名のお子さんの年齢はいくつですか。 

【就学前：問 3、小学生：問３】 

<数量回答> 

対象の子どもの年齢は、就学前、小学生ともに、すべての年齢でほぼ均等な回答となっています。 

図表 3 対象の子どもの年齢 

 

【就学前】                  【小学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答 （n=1,371）

17.7

16.5

16.1

16.3

16.3

15.5

1.7

0% 10% 20% 30% 40%

小学１年生（６歳）

小学２年生（７歳）

小学３年生（８歳）

無回答 （n=695）

31.7

31.9

33.2

3.2

0% 10% 20% 30% 40%
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（２）子どもの人数・末子の年齢 

問 お子さんは何人いますか。また、末子の方の年齢はいくつですか。 

【就学前：問 4、小学生：問４】 

<数量回答> 

子どもの人数は、就学前では、「２人」が 46.0％と最も多く、次いで「１人」（38.9％）、「３人」

（12.2％）の順となっています。 

小学生では、「２人」が 55.5％と最も多く、次いで「３人」（22.6％）、「１人」（17.8％）、の順と

なっています。 

図表 4 子どもの人数（対象の子どもを含めた数） 

 

 

 

 

 

 

 

２人以上の子どもがいる方のみ 

末子の年齢は、就学前では、「１歳」が 19.8％と最も多く、次いで「２歳」（15.8％）、「３歳」（14.8％）

の順となっています。 

小学生では、「７歳以上」が 56.1％と最も多く、次いで「４歳」（8.1％）、「５歳」（7.4％）の順と

なっています。 

図表 5 末子の年齢 

 

【就学前】                  【小学生】 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

無回答 （n=829）

10.4

19.8

15.8

14.8

11.9

10.6

11.7

4.9

0% 10% 20% 30%

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳以上

無回答 （n=570）

1.4

3.0

4.4

5.8

8.1

7.4

6.3

56.1

7.5

0% 20% 40% 60%

就学前 n=1,371

小学生 n=695

38.9 

17.8 

46.0

55.5

12.2

22.6

2.1

3.5

0.1

0.4

0.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答
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（３）調査票の回答者 

問 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。 

【就学前：問５、小学生：問５】 

<単数回答> 

調査票の回答者は、就学前・小学生ともに「母親」が 90.4％となっています。 

図表 6 調査票の回答者 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）回答者の配偶関係 

問 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 

【就学前：問６、小学生：問６】 

<単数回答> 

回答者の配偶関係は、「配偶者がいる」が、就学前で 94.9％、小学生で 95.8％となっています。 

図表 7 回答者の配偶関係 

 

 

 

  

就学前 n=1,371

小学生 n=695

90.4 

90.4 

9.4

9.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親 父親 その他

就学前 n=1,371

小学生 n=695

94.9 

95.8 

4.5

4.0

0.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者がいる 配偶者はいない 無回答
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（５）子育てや教育を主に行っている方 

問 あて名のお子さんの子育てや教育を主に行っているのはどなたですか。 

【就学前：問７、小学生：問７】 

<単数回答> 

子育てや教育を主に行っている方は、就学前では、「父母ともに」が 58.4％と最も多く、次いで「主

に母親」（40.3％）の順となっています。 

小学生でも、「父母ともに」が 54.1％と最も多く、次いで「主に母親」（43.3％）の順となってい

ます。 

図表 8 子育てや教育を主に行っている方 

 

 

 

 

 

就学前 n=1,371

小学生 n=695

58.4 

54.1 

40.3

43.3

0.5

1.0

0.5

0.9

0.2

0.6

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答



Ⅲ．調査結果 

３．子どもの育ちをめぐる環境について  

  12  

子どもの育ちをめぐる環境について 

（１）子育てや教育に日常的に関わっている方 

問 お子さんの子育てや教育に日常的に関わっている方はどなた（施設）ですか。 

【就学前：問８】 

<複数回答> 

子育てや教育に日常的に関わっている方は、「母親」が 91.8％と最も多く、次いで「父親」（57.8％）、

「幼稚園」（29.9％）、「保育所」（28.0％）の順となっています。 

前回調査と比較すると、「保育所」が 8.4ポイント増加しています。 

図表 9 子育てや教育に日常的に関わっている方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

91.8

57.8

25.7

29.9

28.0

0.7

3.7

0.1

91.0

50.4

22.2

32.6

19.6

0.6

2.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,371）

前回調査（n=1,202）
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（２）子育てや教育に影響する環境 

問 お子さんの子育てや教育に、影響すると思われる環境はどれですか。 

【就学前：問９】 

<複数回答> 

子育てや教育に影響する環境は、「家庭」が 97.3％と最も多く、次いで「幼稚園」（44.7％）、「地

域」（43.1％）の順となっています。 

前回調査と比較すると、「地域」や「幼稚園」が減少しているのに対し、「保育所」は増加してい

ます。 

 

図表 10 子育てや教育に影響する環境 

 

 

 

  

家庭

地域

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

97.3

43.1

44.7

37.2

2.8

4.5

0.2

97.4

52.1

53.7

28.3

6.0

5.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,371）

前回調査（n=1,202）
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（３）子どもをみてもらえる親族・知人の有無 

問 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。 

【就学前：問 10、小学生：問 8】 

<複数回答> 

子どもをみてもらえる親族・知人の有無については、就学前では、「緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる」が 58.9％と最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみても

らえる」（25.3％）、「いずれもいない」（14.6％）の順となっています。 

小学生では、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 59.4％と最も多く、

次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（27.9％）、「緊急時もしくは用事の際には子ども

をみてもらえる友人・知人がいる」（19.1％）、「いずれもいない」（7.9％）の順となっています。 

図表 11 子どもをみてもらえる親族・知人の有無 

 

 

 

 

 

  

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみても

らえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友
人・知人がいる

いずれもいない

無回答

25.3

58.9

1.8

13.8

14.6

2.2

27.9

59.4

3.0

19.1

7.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80%

就学前（n=1,371）

小学生（n=695）
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（４）祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況 

『（３）子どもをみてもらえる親族・知人の有無』で「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」また

は「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」を回答した方のみ 

問 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

【就学前：問 10-1、小学生：問８-1】 

<複数回答> 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況は、就学前では、「祖父母等の身体的・精神的

な負担を心配せずにみてもらえる」が 50.0％と最も多く、次いで「祖父母等の親族の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である」（27.4％）、「自分たち親の立場として、負担をかけていることが

心苦しい」（25.5％）の順となっています。 

小学生では、「祖父母等の身体的・精神的な負担を心配せずにみてもらえる」が 50.5％と最も多く、

次いで「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」（28.8％）、「祖父母等の親族

の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」（21.6％）の順となっています。 

図表 12 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況 

 

 

 

 

 

 

  

祖父母等の身体的・精神的な負担を心配せずにみても
らえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく
心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦

しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境か少し不安

がある

その他

無回答

50.0

24.4

27.4

25.5

8.2

4.6

0.6

50.5

21.1

21.6

28.8

7.9

4.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

就学前（n=1,082）

小学生（n=570）
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（５）友人・知人にお子さんをみてもらっている状況 

『（３）子どもをみてもらえる親族・知人の有無』で「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がい

る」または「緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」を回答した方のみ 

問 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

【就学前：問 10-2、小学生：問８-2】 

<複数回答> 

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況は、就学前では、「友人・知人の身体的・精神的な

負担を心配せずにみてもらえる」が 42.6％と最も多く、次いで「自分たち親の立場として、負担を

かけていることが心苦しい」（37.3％）、「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配であ

る」（27.5％）の順となっています。 

小学生でも、「友人・知人の身体的・精神的な負担を心配せずにみてもらえる」が 42.0％と最も多

く、次いで「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」（36.4％）、「友人・知人

の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」（23.8％）の順となっています。 

図表 13 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

友人・知人の身体的・精神的な負担を心配せずにみて
もらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配
である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦

しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境か少し不安

がある

その他

無回答

42.6

9.8

27.5

37.3

2.5

4.9

2.5

42.0

4.9

23.8

36.4

2.8

7.0

2.8

0% 20% 40% 60%

就学前（n=204）

小学生（n=143）
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（６）子育てや教育に関して相談できる人や場所の有無 

問 お子さんの子育てや教育をする上で、気軽に相談できる人や場所はありますか。 

【就学前：問 11、小学生：問９】 

<単数回答> 

子育てや教育に関して相談できる人や場所の有無については、「はい」（相談できる人がいる・場

所がある）が、就学前で 91.5％、小学生で 90.9％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

図表 14 子育てや教育に関して相談できる人や場所の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前：今回調査 n=1,371

　　　　   前回調査 n=1,202

小学生：今回調査 n=695

　　　　   前回調査 n=626

91.5 

92.6 

90.9 

86.9 

4.8

3.3

5.6

7.0

3.7

4.1

3.5

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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（７）相談先 

『（６）子育てや教育に関して相談できる人や場所の有無』で「はい」と回答した方のみ 

問 お子さんの子育てや教育に関して、気軽に相談できる人や場所は誰（どこ）ですか。 

【就学前：問 11-1、小学生：問９-1】 

<複数回答> 

相談先は、就学前では、「祖父母等の親族」が 83.2％と最も多く、次いで「友人・知人」（80.3％）、

「保育士」（19.1％）、「幼稚園教諭」（17.1％）の順となっています。 

小学生では、「友人・知人」が 83.9％と最も多く、次いで「祖父母等の親族」（78.5％）、「小学校

の先生」（22.3％）の順となっています。 

前回調査と比較すると、就学前では「保育士」に相談する人が増えています。 

 

図表 15 相談先 前回調査との比較 

 

【就学前】                   【小学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

祖父母等の親族

友人・知人

近所の人

子育て支援施設・NPO

保健所・保健センター

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

行政の子育て関連
担当窓口

その他

無回答

83.2

80.3

7.7

10.4

8.9

19.1

17.1

0.2

9.4

1.1

2.1

0.2

84.6

81.9

11.4

11.0

9.8

13.6

20.3

0.2

9.7

0.5

2.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,254）

前回調査（n=1,202）

祖父母等の親族

友人・知人

近所の人

小学校の先生

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

児童館

塾などの習い事

保健所・保健センター

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

行政の子育て関連
担当窓口

その他

無回答

78.5

83.9

9.2

22.3

3.6

1.1

0.5

7.4

0.8

0.0

5.7

1.6

3.3

0.2

75.0

82.9

9.4

18.4

4.4

0.4

0.6

5.5

0.4

0.0

5.5

0.4

2.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=632）

前回調査（n=626）
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保護者の就労状況について 

（１）保護者の就労状況 

問 保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

【就学前：問 13、小学生：問 11】 

<単数回答> 

母親の就労状況は、就学前では、「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 42.2％と最

も多く、次いで「フルタイムで就労している」（21.7％）、「パート・アルバイト等で就労している」

（20.9％）の順となっています。 

小学生では、「パート・アルバイト等で就労している」が 43.5％と最も多く、次いで「フルタイム

で就労している」（26.5％）、「以前は就労していたが、現在は就労していない」（24.0％）の順とな

っています。 

父親の就労状況は、就学前・小学生ともに「フルタイムで就労している」が９割以上で最も多く

なっています。 

図表 16 保護者の就労状況 

 

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 n=1,371

小学生 n=695

93.5 

93.7 

0.3 0.2

0.1 0.1

0.1

0.4

0.1 5.8

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労している

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労している

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

就学前 n=1,371

小学生 n=695

21.7 

26.5 

10.5

0.6

20.9

43.5

1.9

0.4

42.2

24.0

1.9

4.0

0.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労している

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労している

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
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図表 17 子どもの年齢別×母親の就労状況（就学前）          （上段：件数、下段：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 18 子どもの年齢別×母親の就労状況（小学生）          （上段：件数、下段：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フルタイムで
就労している

フルタイムで
就労している
が、産休・育
休・介護休業
中である

パート・アル
バイト等で就
労している

パート・アル
バイト等で就
労している
が、産休・育
休・介護休業
中である

以前は就労
していたが、
現在は就労
していない

これまで就
労したことが
ない

無回答

695 184 4 302 3 167 28 7

100.0 26.5 0.6 43.5 0.4 24.0 4.0 1.0

220 58 3 82 1 67 9 -

100.0 26.4 1.4 37.3 0.5 30.5 4.1 -

222 54 1 110 - 46 9 2

100.0 24.3 0.5 49.5 - 20.7 4.1 0.9

231 66 - 99 2 52 9 3

100.0 28.6 - 42.9 0.9 22.5 3.9 1.3

22 6 - 11 - 2 1 2

100.0 27.3 - 50.0 - 9.1 4.5 9.1

調査数

問11(1) お子さんの保護者の現在の就労状況（１）母親

調査数

問
３
　
お
子
さ
ん
の
年
齢

小学１年生

小学２年生

小学３年生

無回答

フルタイムで
就労している

フルタイムで
就労している
が、産休・育
休・介護休業
中である

パート・アル
バイト等で就
労している

パート・アル
バイト等で就
労している
が、産休・育
休・介護休業
中である

以前は就労
していたが、
現在は就労
していない

これまで就
労したことが
ない

無回答

1,371 297 144 286 26 579 26 13

100.0 21.7 10.5 20.9 1.9 42.2 1.9 0.9

242 22 71 18 6 122 2 1

100.0 9.1 29.3 7.4 2.5 50.4 0.8 0.4

226 48 27 37 4 107 3 -

100.0 21.2 11.9 16.4 1.8 47.3 1.3 -

221 61 18 34 9 96 2 1

100.0 27.6 8.1 15.4 4.1 43.4 0.9 0.5

224 54 16 56 2 87 6 3

100.0 24.1 7.1 25.0 0.9 38.8 2.7 1.3

223 57 6 69 - 80 7 4

100.0 25.6 2.7 30.9 - 35.9 3.1 1.8

212 52 5 67 4 75 5 4

100.0 24.5 2.4 31.6 1.9 35.4 2.4 1.9

23 3 1 5 1 12 1 -

100.0 13.0 4.3 21.7 4.3 52.2 4.3 -

問13（１）お子さんの保護者の現在の就労状況（１）母親

調査数

問
３
　
お
子
さ
ん
の
年
齢

調査数

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答
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母親の就労状況を前回調査と比較すると、就学前、小学生ともにフルタイムやパート・アルバイ

ト等で就労している人が増加しています。 

 

図表 19 保護者の就労状況（母親） 前回調査との比較 

 

【就学前】      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生】 

 

 

 

 

  

今回調査 n=1,371

前回調査 n=1,202

21.7 

16.4 

10.5

7.9

20.9

16.1

1.9

1.2

42.2

54.0

1.9

3.7

0.9

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労している

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労している

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

今回調査 n=695

前回調査 n=626

26.5 

21.2 

0.6

1.9

43.5

33.2

0.4

0.3

24.0

33.7

4.0

8.8

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労している

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労している

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
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（２）就労日数・就労時間 

『（１）保護者の就労状況』で、「フルタイムで就労している」、「フルタイムで就労しているが、産休・

育休・介護休業中である」、「パート・アルバイト等で就労している」、「パート・アルバイト等で就労し

ているが、産休・育休・介護休業中である」のいずれかを回答した方のみ 

問 １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。 

【就学前：問 13-1、小学生：問 11-1】 

<数量回答> 

母親の就労日数は、「５日」が、就学前で 69.1％、小学生で 53.1％と最も多くなっています。 

父親の就労日数は、「５日」が、就学前で 78.7％、小学生で 75.5％と最も多くなっています。 

母親の就労時間は、就学前では、「８～９時間未満」が 27.5％と最も多く、小学生では、「４～５

時間未満」が 21.1％と最も多くなっています。 

父親の就労時間は、「10時間以上」が、就学前で 64.5％、小学生で 61.6％と最も多くなっています。 

図表 20 就労日数 

 

【母親】                    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

  

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

1.2

3.3

7.7

10.1

69.1

7.8

0.5

0.3

0.8

3.9

16.4

17.0

53.1

6.7

0.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

就学前（n=753）

小学生（n=493）

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.1

0.1

0.6

0.2

78.7

18.0

1.2

1.2

0.0

0.0

0.3

0.3

75.5

20.5

2.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

就学前（n=1,289）

小学生（n=653）
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図表 21 就労時間 

 

【母親】                       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 

  

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

1.9

3.5

8.5

9.6

15.9

17.8

27.5

5.8

8.6

0.9

1.4

5.3

21.1

16.6

12.4

10.5

18.5

6.3

6.1

1.8

0% 10% 20% 30%

就学前（n=753）

小学生（n=493）

３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

0.3

0.2

0.1

0.1

0.2

1.3

14.7

14.4

64.5

4.3

0.6

0.2

0.0

0.0

0.3

1.1

17.9

15.9

61.6

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就学前（n=1,289）

小学生（n=653）
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（３）外出時刻・帰宅時刻 

『（１）保護者の就労状況』で、「フルタイムで就労している」、「フルタイムで就労しているが、産休・

育休・介護休業中である」、「パート・アルバイト等で就労している」、「パート・アルバイト等で就労し

ているが、産休・育休・介護休業中である」のいずれかを回答した方のみ 

問 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。 

【就学前：問 13-2、小学生：問 11-2】 

<単数回答> 

母親の外出時刻は、就学前では、「７時台」が 39.8％と最も多く、次いで「８時台」（32.1％）の

順となっており、小学生では、「８時台」が 42.8％と最も多く、次いで「７時台」（27.6％）の順と

なっています。 

母親の帰宅時刻は、「18時台」が、就学前で 30.0％、小学生で 17.6％と最も多くなっています。 

父親の外出時刻は、「７時台」が、就学前で 42.4％、小学生で 41.7％と最も多くなっています。 

父親の帰宅時刻は、就学前では、「20時台」が 22.3％と最も多く、次いで「21時台」（16.7％）の

順となっており、小学生では、「21時台」が 18.4％と最も多く、次いで「19時台」（17.0％）の順と

なっています。 

 

図表 22 母親の外出時刻・帰宅時刻 

 

【外出時刻】                   【帰宅時刻】 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

14時以前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

3.9

6.0

4.9

9.7

14.5

30.0

12.0

7.4

11.4

11.9

12.8

16.0

8.9

11.8

17.6

7.7

6.4

6.7

0% 10% 20% 30% 40%

就学前（n=753）

小学生（n=493）

７時以前

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

3.2

39.8

32.1

9.2

4.1

11.4

1.2

27.6

42.8

14.2

7.5

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

就学前（n=753）

小学生（n=493）
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図表 23 父親の外出時刻・帰宅時刻 

 

【外出時刻】                  【帰宅時刻】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17時以前

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

6.1

5.5

9.3

16.2

22.3

16.7

10.5

5.3

8.3

6.1

6.0

12.3

17.0

16.4

18.4

10.9

6.7

6.7

0% 10% 20% 30% 40%

就学前（n=1,289）

小学生（n=653）

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時以降

無回答

6.0

18.2

42.4

18.4

6.9

8.3

5.5

21.0

41.7

18.1

7.4

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

就学前（n=1,289）

小学生（n=653）
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（４）フルタイムへの転換希望 

『（１）保護者の就労状況』で「パート・アルバイト等で就労している」または「パート・アルバイト

等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」を回答した方のみ 

問 フルタイムへの転換希望はありますか。 

【就学前：問 14、小学生：問 12】 

<単数回答> 

母親のフルタイムへの転換希望は、就学前では、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希

望」が 34.6％と最も多く、次いで「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」

（19.9％）の順となっています。 

小学生でも、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 53.4％と最も多く、次いで「フ

ルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」（18.7％）の順となっています。 

図表 24 フルタイムへの転換希望 

 

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 n=3

小学生 n=2

66.7

50.0 50.0

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

就学前 n=312

小学生 n=305

4.2 

3.3 

19.9

18.7

34.6

53.4

2.9

1.6

38.5

23.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答



Ⅲ．調査結果 

４．保護者の就労状況について 

27 

（５）今後の就労希望 

『（１）保護者の就労状況』で「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまで就

労したことがない」を回答した方のみ 

問 就労したいという希望はありますか。 

【就学前：問 15、小学生：問 13】 

<単数回答・数量回答> 

＜今後の就労希望＞ 

母親の今後の就労希望は、就学前では、「１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに

就労したい」が 41.2％と最も多く、次いで「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」

（19.5％）、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」（18.3％）の順となっています。 

小学生でも、「１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい」が 31.3％と最

も多く、次いで「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」（29.2％）、「すぐにでも、

もしくは１年以内に就労したい」（23.1％）の順となっています。 

母親の希望する就労時期の一番下の子どもの年齢は、就学前では、「３歳」が 31.7％と最も多く、

次いで「４歳」（16.9％）、「７歳」（14.9％）、「６歳」（13.3％）の順となっています。 

小学生では、「10歳以上」が 26.2％と最も多く、次いで「７歳」（18.0％）、「３歳」「６歳」（13.1％）

の順となっています。 

図表 25 今後の就労希望 

 

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

 

 

 

 

 

  

就学前 n=2

小学生 n=3

50.0 

33.3 33.3

50.0

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

就学前 n=605

小学生 n=195

19.5 

29.2 

41.2

31.3

18.3

23.1

21.0

16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答
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図表 26 希望する就労時期の一番下の子どもの年齢 

 

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

就学前（n＝0）、小学生（n＝1）：10歳以上 

 

  

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳以上

無回答

2.8

2.4

31.7

16.9

6.4

13.3

14.9

2.0

0.0

7.6

2.0

0.0

0.0

13.1

8.2

4.9

13.1

18.0

6.6

8.2

26.2

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

就学前（n=249）

小学生（n=61）
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＜希望する就労形態＞ 

『（５）今後の就労希望』で「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した方のみ 

<単数回答・数量回答> 

母親の希望する就労形態は、「パートタイム、アルバイト等」が、就学前で 87.4％、小学生で 93.3％

となっています。 

１週当たりの希望就労日数は、「３日」が、就学前で 53.6％、小学生で 57.1％と最も多くなって

います。 

１日当たりの希望就労時間は、就学前では、「５時間」が 40.2％と最も多く、次いで「４時間」（36.1％）

の順となっており、小学生では、「４時間」「５時間」が 40.5％と最も多くなっています。 

前回調査と比較すると、就学前では「パートタイム、アルバイト等」が増加しています。 

図表 27 希望する就労形態 前回調査との比較 

 

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

就学前（n＝0）、小学生（n＝0） 

 

図表 28 希望する就労日数・時間 

 

【母親：１週当たり】                         【母親：１日当たり】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親】 

就学前（n＝0）、小学生（n＝0）  

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

0.0

4.1

53.6

25.8

11.3

5.2

0.0

9.5

57.1

21.4

11.9

0% 20% 40% 60%

就学前（n=97）

小学生（n=42）

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

無回答

6.2

36.1

40.2

11.3

2.1

4.1

9.5

40.5

40.5

7.1

0.0

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

就学前（n=97）

小学生（n=42）

就学前：今回調査 n=111

　         前回調査 n=89

小学生：今回調査 n=45

　         前回調査 n=75

11.7 

18.0 

6.7 

8.0 

87.4

73.0

93.3

85.3

0.9

9.0

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等

無回答
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平日の定期的な幼稚園や保育所などの利用状況について 

（１）定期的な教育・保育事業の利用状況 

問 お子さんは現在、定期的に幼稚園や保育所など子どもを預かる施設やサービスを利用していますか。 

【就学前：問 16】 

<単数回答> 

定期的な教育・保育事業の利用状況は、「利用している」が 64.8％、「利用していない」が 34.9％

となっています。 

前回調査と比較すると、「利用している」人は 6.1ポイント増加しています。 

 

図表 29 定期的な教育・保育事業の利用状況 前回調査との比較（就学前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 30 子どもの年齢×定期的な教育・保育事業の利用状況       （上段：件数、下段：％） 

 

 

  

今回調査 n=1,371

前回調査 n=1,202

64.8 

58.7 

34.9

40.2

0.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

利用している 利用していない 無回答

1,371 889 479 3

100.0 64.8 34.9 0.2

242 35 206 1

100.0 14.5 85.1 0.4

226 83 143 -

100.0 36.7 63.3 -

221 106 114 1

100.0 48.0 51.6 0.5

224 217 7 -

100.0 96.9 3.1 -

223 221 1 1

100.0 99.1 0.4 0.4

212 211 1 -

100.0 99.5 0.5 -

23 16 7 -

100.0 69.6 30.4 -

４歳

５歳

無回答

問16　定期的に幼稚園や保育所などを利用していますか。

調査数

問
３
　
お
子
さ
ん
の
年
齢

調査数

０歳

１歳

２歳

３歳
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（２）定期的に利用している教育・保育事業 

『（１）定期的な教育・保育事業の利用状況』で「利用している」と回答した方のみ 

問 お子さんは、平日どのような施設やサービスを利用していますか。 

【就学前：問 16-1】 

<複数回答> 

定期的に利用している教育・保育事業は、「幼稚園」が 40.7％と最も多く、次いで「認可保育所」

（40.2％）、「幼稚園＋幼稚園の預かり保育」（11.8％）の順となっています。 

前回調査と比較すると、「幼稚園」が51.3％から40.7％へ減少していますが、「認可保育所」が32.4％

から 40.2％へ増加、「幼稚園＋幼稚園の預かり保育」も 7.1％から 11.8％へ増加しており、幼稚園の

減少分がその他の項目へ分散していることがうかがえます。 

 

図表 31 定期的に利用している教育・保育事業（就学前） 前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

幼稚園

幼稚園＋幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

家庭的保育

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

40.7

11.8

40.2

0.4

0.0

2.9

4.9

0.0

0.6

1.9

0.4

51.3

7.1

32.4

1.3

0.1

2.5

3.5

0.0

1.0

1.3

2.5

0% 20% 40% 60%

今回調査（n=889）

前回調査（n=706）
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図表 32 子どもの年齢×定期的に利用している教育・保育事業      （上段：件数、下段：％） 
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889 362 105 357 4 - 26 44 - 5 17 4

100.0 40.7 11.8 40.2 0.4 - 2.9 4.9 - 0.6 1.9 0.4

35 1 - 22 - - 5 5 - 2 1 -

100.0 2.9 - 62.9 - - 14.3 14.3 - 5.7 2.9 -

83 - 1 56 1 - 8 16 - 1 1 1

100.0 - 1.2 67.5 1.2 - 9.6 19.3 - 1.2 1.2 1.2

106 12 1 65 1 - 5 13 - 1 8 1

100.0 11.3 0.9 61.3 0.9 - 4.7 12.3 - 0.9 7.5 0.9

217 113 25 77 1 - 3 4 - - 2 1

100.0 52.1 11.5 35.5 0.5 - 1.4 1.8 - - 0.9 0.5

221 119 39 67 - - 3 3 - - 2 -

100.0 53.8 17.6 30.3 - - 1.4 1.4 - - 0.9 -

211 109 36 65 1 - 2 3 - 1 3 1

100.0 51.7 17.1 30.8 0.5 - 0.9 1.4 - 0.5 1.4 0.5

16 8 3 5 - - - - - - - -

100.0 50.0 18.8 31.3 - - - - - - - -

問16－１　平日どのような施設やサービスを利用していますか。

調査数

問
３
　
お
子
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ん
の
年
齢

調査数

０歳
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３歳

４歳

５歳

無回答
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・
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ー
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（３）利用日数・利用時間の現状と希望 

『（１）定期的な教育・保育事業の利用状況』で「利用している」と回答した方のみ 

問 平日に定期的に利用している幼稚園や保育所などについて、どのくらい利用していますか。 

また、希望としてはどのくらい利用したいですか。 

【就学前：問 16-2】 

<数量回答> 

利用日数は、「５日」が、現在で 90.6％、希望で 68.3％と最も多くなっています。 

図表 33 利用日数・利用時間の現状と希望 

 

【１週あたりの利用日数】            【利用時間帯】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

１日

２日

３日

４日

５日

６日

無回答

1.0

0.7

1.2

2.5

90.6

3.3

0.8

0.1

0.4

0.8

0.8

68.3

5.1

24.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在（n=889）

希望（n=889）

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

0.0

20.6

74.2

97.4

98.4

98.2

97.8

97.3

59.7

53.8

37.6

21.8

3.6

0.3

0.0

1.0

0.6

19.3

62.0

75.6

76.5

76.4

76.2

76.0

72.4

56.4

37.8

26.3

12.0

2.5

0.1

23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在（n=889）

希望（n=889）
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（４）利用している教育・保育事業の場所 

『（１）定期的な教育・保育事業の利用状況』で「利用している」と回答した方のみ 

問 現在、利用している幼稚園や保育所などはどこにありますか。 

【就学前：問 16-3】 

<単数回答> 

利用している教育・保育事業の場所は、「刈谷市内」が 93.1％、「刈谷市外」が 6.4％となってい

ます。 

図表 34 利用している教育・保育事業の場所 

 

 

 

 

 

 

（５）定期的な教育・保育事業を利用している理由 

『（１）定期的な教育・保育事業の利用状況』で「利用している」と回答した方のみ 

問 平日に定期的に幼稚園や保育所などを利用している理由は何ですか。 

【就学前：問 16-4】 

<複数回答> 

定期的な教育・保育事業を利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」が 65.4％と最も多

く、次いで「子育てをしている方が現在就労している」（55.5％）の順となっています。 

前回調査と比較すると、「子どもの教育や発達のため」は減少しているのに対し、「子育てをして

いる方が現在就労している」は増加しています。 

図表 35 定期的な教育・保育事業を利用している理由 前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 n=889 93.1 6.4 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

刈谷市内 刈谷市外 無回答

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が就労予定である／求職中である

子育てをしている方が家族・親族などを介護している

子育てをしている方が病気や障害がある

子育てをしている方が学生である

その他

無回答

65.4

55.5

1.7

0.4

0.8

0.2

2.7

1.0

74.2

41.5

1.8

0.4

0.7

0.0

2.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（n=889）

前回調査（n=706）
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（６）定期的な教育・保育事業を利用していない理由 

『（１）定期的な教育・保育事業の利用状況』で「利用していない」と回答した方のみ 

問 平日に定期的に幼稚園や保育所などを利用していない理由は何ですか。 

【就学前：問 16-5】 

<複数回答・数量回答> 

定期的な教育・保育事業を利用していない理由は、「母親か父親が就労していない等の理由で利用

する必要がない」が 60.8％と最も多く、次いで「子どもがまだ小さいため」（35.9％）、「利用したい

が、幼稚園や保育所などに空きがない」（17.3％）の順となっています。 

図表 36 定期的な教育・保育事業を利用していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもがまだ小さいため」と回答した方のみ 

事業を利用しようと考えている子どもの年齢は、「３歳」が 64.5％と最も多くなっています。 

図表 37 事業を利用しようと考えている子どもの年齢 

 

 

 

 

 

 

  

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳以上

無回答 （n=172）

0.0

9.3

13.4

64.5

12.2

0.0

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

母親か父親が就労していない等の理由で利用する必要
がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、幼稚園や保育所などに空きがない

利用したいが、経済的な理由で利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わな

い

利用したいが、サービスの質等、納得できる幼稚園等が
ない

子どもがまだ小さいため

その他

無回答 （n=479）

60.8

6.5

0.2

17.3

4.0

1.0

2.1

35.9

9.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80%
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（７）定期的に利用したい教育・保育事業 

問 現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日利用できる施設

やサービスとして、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。 

【就学前：問 17】 

<複数回答> 

定期的に利用したい教育・保育事業は、「幼稚園＋幼稚園の預かり保育」が 49.6％と最も多く、次

いで「認可保育所」（48.5％）、「幼稚園」（41.8％）、「認定こども園」（19.3％）、「事業所内保育施設」

（11.5％）、「ファミリー・サポート・センター」（10.4％）の順となっています。 

前回調査と比較すると、「幼稚園」が 51.7％から 41.8％へ減少していますが、「幼稚園＋幼稚園の

預かり保育」が 40.1％から 49.6％へ増加、「認可保育所」が 41.3％から 48.5％へ増加しています。 

 

図表 38 定期的に利用したい教育・保育事業 前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

幼稚園

幼稚園＋幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

市役所が認証・認定した保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

41.8

49.6

48.5

19.3

8.8

4.9

11.5

7.5

1.5

4.2

10.4

1.6

1.8

51.7

40.1

41.3

20.1

8.6

5.1

9.2

7.1

1.4

3.8

9.2

1.8

2.5

0% 20% 40% 60%

今回調査（n=1,371）

前回調査（n=1,202）
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図表 39 子どもの年齢×定期的に利用したい教育・保育事業      （上段：件数、下段：％） 
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1,371 573 680 665 264 121 67 158 103 21 58 142 22 25

100.0 41.8 49.6 48.5 19.3 8.8 4.9 11.5 7.5 1.5 4.2 10.4 1.6 1.8

242 88 100 145 57 33 12 36 23 5 12 26 5 7

100.0 36.4 41.3 59.9 23.6 13.6 5.0 14.9 9.5 2.1 5.0 10.7 2.1 2.9

226 81 93 138 54 36 13 35 31 5 10 29 5 6

100.0 35.8 41.2 61.1 23.9 15.9 5.8 15.5 13.7 2.2 4.4 12.8 2.2 2.7

221 94 110 107 46 21 10 26 17 3 9 22 3 3

100.0 42.5 49.8 48.4 20.8 9.5 4.5 11.8 7.7 1.4 4.1 10.0 1.4 1.4
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100.0 43.3 53.6 41.5 15.6 5.8 8.5 9.8 4.0 1.8 7.1 13.8 1.3 0.9

223 106 124 87 33 10 6 17 8 - 6 16 2 4

100.0 47.5 55.6 39.0 14.8 4.5 2.7 7.6 3.6 - 2.7 7.2 0.9 1.8

212 100 119 84 35 7 7 19 12 4 5 18 4 2

100.0 47.2 56.1 39.6 16.5 3.3 3.3 9.0 5.7 1.9 2.4 8.5 1.9 0.9

23 7 14 11 4 1 - 3 3 - - - - 1

100.0 30.4 60.9 47.8 17.4 4.3 - 13.0 13.0 - - - - 4.3

５歳

無回答

問17　平日利用できる施設やサービスの今後の利用意向
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（８）教育・保育事業を利用したい場所 

問 幼稚園や保育所などを利用したい場所はどこですか。 

【就学前：問 17-1】 

<単数回答> 

教育・保育事業を利用したい場所は、「刈谷市内」が 94.5％、「刈谷市外」が 3.4％となっています。 

図表 40 教育・保育事業を利用したい場所 

 

 

 

 

 

 

 

（９）幼稚園の利用希望の有無 

『（７）定期的に利用したい教育・保育事業』で「幼稚園」または「幼稚園＋幼稚園の預かり保育」を

回答し、かつそれ以外の選択肢のいずれかにも回答した方のみ 

問 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。 

【就学前：問 17-２】 

<単数回答> 

幼稚園の利用希望の有無は、「はい」が 66.5％となっています。 

図表 41 幼稚園の利用希望の有無 

 

 

 

 

 

就学前 n=465 66.5 31.2 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

就学前 n=1,371 94.5 

3.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

刈谷市内 刈谷市外 無回答
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地域の子育て支援事業の利用状況について 

（１）地域子育て支援拠点事業の利用状況 

問 お子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業（「子育て支援センター」「子育て広場」等）を利

用していますか。 

【就学前：問 18】 

<複数回答・数量回答> 

地域子育て支援拠点事業の利用状況は、「利用していない」が 67.2％と最も多く、次いで「地域子育

て支援拠点事業」（29.8％）、「その他、市で実施している類似の事業」（4.1％）の順となっています。 

地域子育て支援拠点事業の利用回数は、「月１回」が 29.7％と最も多くなっています。 

その他、市で実施している類似の事業の利用回数は、「月１回」が 44.6％と最も多くなっています。 

図表 42 地域子育て支援拠点事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

図表 43 地域子育て支援拠点事業の利用回数 

 

【地域子育て支援拠点事業の利用回数】      【その他、市で実施している類似の事業の利用回数】 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

地域子育て支援拠点事業

その他、市で実施している類似の事業

利用していない

無回答 （n=1,371）

29.8

4.1

67.2

2.1
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週１回

週２回

週３回

週４回以上

月１回
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月４回

月５回

月６回

月７回以上

無回答 （n=408）

19.6

12.3

5.6

4.4

29.7

16.7

5.6

2.0

0.5

0.2

0.5

2.9

0% 10% 20% 30%

週１回

週２回

週３回

週４回以上

月１回

月２回

月３回

月４回

月５回

月６回

月７回以上

無回答 （n=56）

10.7

7.1

1.8

1.8

44.6

16.1

1.8

0.0

0.0

0.0

0.0

16.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（２）地域子育て支援拠点事業の利用希望 

問 地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あるい

は、利用日数を増やしたいと思いますか。 

【就学前：問 19】 

<単数回答・数量回答> 

地域子育て支援拠点事業の利用希望は、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」

が 63.5％と最も多く、次いで「利用していないが、今後利用したい」（18.9％）、「すでに利用してい

るが、今後利用日数を増やしたい」（12.3％）の順となっています。 

図表 44 地域子育て支援拠点事業の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

図表 45 地域子育て支援拠点事業の利用希望日数 

 

【利用していないが、今後利用したい日数】    【すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい日数】 

 

 

 

 

 

 

 

就学前 n=1,371 18.9 12.3 63.5 5.3
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利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

週１回

週２回

週３回

週４回以上
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月３回

月４回

月５回

月６回

月７回以上

無回答 （n=259）
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0.0
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月７回以上

無回答 （n=169）

30.2
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4.7

4.1

5.9

15.4
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3.6

1.8

1.2

3.0

1.2

0% 20% 40%
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土曜・休日や長期休業期間中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望に

ついて 

（１）土曜日、日曜日、祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

問 お子さんについて、土曜日、日曜日、祝日それぞれに、定期的な幼稚園や保育所などの利用希

望はありますか。 

【就学前：問 20】 

<単数回答・数量回答> 

土曜日、日曜日、祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望は、“利用したい”と回答した方が、

土曜日で 26.6％、日曜日で 10.0％、祝日で 32.6％となっています。 

※“利用したい”は「ほぼ毎週利用したい」と「月に１～２回は利用したい」を合わせたもの 

図表 46 土曜日、日曜日、祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 
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利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 無回答
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図表 47 土曜日、日曜日、祝日の定期的な教育・保育事業の利用したい時間帯 
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（２）土曜日、日曜日、祝日にたまに利用したい理由 

『（１）土曜日、日曜日、祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望』の土曜日、日曜日、祝日のいず

れかで「月に１～２回は利用したい」と回答した方のみ 

問 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。 

【就学前：問 20-1】 

<複数回答> 

土曜日、日曜日、祝日にたまに利用したい理由は、「月に数回仕事が入るため」が 55.8％と最も多

く、次いで「息抜きのため」（35.5％）、「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」（33.8％）、

の順となっています。 

図表 48 土曜日、日曜日、祝日にたまに利用したい理由 

 

 

 

 

 

 

 

  

月に数回仕事が入るため

息抜きのため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

その他

無回答 （n=423）
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0.9
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（３）長期休業期間中の教育・保育事業の利用希望 

幼稚園を利用している方のみ 

問 お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休業期間中の幼稚園や保育所などの利用を希望

しますか。 

【就学前：問 21】 

<単数回答・数量回答> 

長期休業期間中の教育・保育事業の利用希望は、“利用したい”と回答した方が、66.1％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、利用したい人は増加しています。 

※“利用したい”は「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」と「休みの期間中、週に数日利用したい」を

合わせたもの 

 

図表 49 長期休業期間中の教育・保育事業の利用希望 前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 50 長期休業期間中の教育・保育事業の利用したい時間帯 
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（４）長期休業期間中にたまに利用したい理由 

『（３）長期休業期間中の教育・保育事業の利用希望』で「休みの期間中、週に数日利用したい」と回

答した方のみ 

問 毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。 

【就学前：問 21-1】 

<複数回答> 

長期休業期間中にたまに利用したい理由は、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」が 55.4％

と最も多く、次いで「息抜きのため」（53.4％）、「週に数回仕事が入るため」（39.7％）の順となっ

ています。 

図表 51 長期休業期間中にたまに利用したい理由 
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病気の際の対応について 

（１）病気やケガで教育・保育事業が利用できなかったことの有無 

就学前は、平日の教育・保育を利用する方のみ 

問 この１年間に、お子さんが病気やケガで幼稚園や保育所などが利用できなかった（学校を休ん

だ）ことはありますか。 

【就学前：問 22、小学生：問 14】 

<単数回答> 

病気やケガで教育・保育事業が利用できなかったことの有無は、就学前では、「あった」が 82.7％、

「なかった」が 14.6％となっています。 

小学生では、「あった」が 63.9％、「なかった」が 35.8％となっています。 

図表 52 病気やケガで教育・保育事業が利用できなかったことの有無 
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（２）教育・保育事業が利用できなかった時の対応 

『（１）病気やケガで教育・保育事業が利用できなかったことの有無』で「あった」と回答した方のみ 

問 お子さんが病気やけがで普段利用している幼稚園や保育所などが利用できなかった（学校を休

んだ）場合に、この１年間に行った対応は何ですか。 

【就学前：問 22-1、小学生：問 14-1】 

<単数回答・数量回答> 

教育・保育事業が利用できなかった時の対応は、就学前では、「母親が休んだ」が 67.1％と最も多

く、次いで「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」（30.3％）、「親族・知人に子ど

もをみてもらった」（28.4％）、「父親が休んだ」（23.7％）の順となっています。 

小学生でも、「母親が休んだ」が 58.8％と最も多く、次いで「父親又は母親のうち就労をしていな

い方が子どもをみた」（29.5％）、「親族・知人に子どもをみてもらった」（21.8％）、「父親が休んだ」

（12.4％）の順となっています。 

図表 53 教育・保育事業が利用できなかった時の対応 
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図表 54 教育・保育事業が利用できなかった時の対応（１年当たりの日数） 

【就学前】                              （上段：件数、下段：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生】                                              （上段：件数、下段：％） 

 

 

 

 

  

合計 １～３日 ４～６日 ７～９日 10～12日 13～15日 16～20日 21～30日 31日以上 無回答

55 45 6 1 - - - - - 3
100.0 81.8 10.9 1.8 - - - - - 5.5
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97 75 13 2 3 - - 1 - 3
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（３）病児・病後児保育施設等の利用希望 

『（２）教育・保育事業が利用できなかった時の対処方法』で「父親が休んだ」または「母親が休んだ」

を回答した方のみ 

問 「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思いましたか。 

【就学前：問 22-2、小学生：問 14-2】 

<単数回答・数量回答> 

病児・病後児保育施設等の利用希望は、就学前では、「利用したいとは思わない」が 64.8％、「で

きれば病児・病後児保育施設等を利用したい」が 34.4％となっています。 

小学生では、「利用したいとは思わない」が 89.9％、「できれば病児・病後児保育施設等を利用し

たい」が 9.3％となっています。 

年間利用希望日数は、就学前では、「５日」が 21.0％と最も多く、小学生では、「１日」「３日」が

24.0％と最も多くなっています。 

前回調査と比較すると、利用したい人は就学前では微増、小学生では減少しています。 

図表 55 病児・病後児保育施設等の利用希望 前回調査との比較 
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図表 56 病児・病後児保育施設等の年間利用希望日数 
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（４）病児・病後児保育施設等の事業形態の希望 

『（３）病児・病後児保育施設等の利用希望』で「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と

回答した方のみ 

問 病児・病後児保育施設等を利用する場合、どのようなサービスが望ましいと思いますか。 

【就学前：問 22-3】 

<複数回答> 

病児・病後児保育施設等の事業形態の希望は、「幼稚園や保育所などに併設した施設で子どもをみ

てくれるサービス」が 85.2％と最も多く、次いで「小児科に併設した施設で子どもをみてくれるサ

ービス」（60.8％）、「勤務先に併設した施設で子どもをみてくれるサービス」（37.5％）の順となっ

ています。 

図表 57 病児・病後児保育施設等の事業形態の希望 
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（５）病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由 

『（３）病児・病後児保育施設等の利用希望』で「利用したいとは思わない」と回答した方のみ 

問 病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。 

【就学前：問 22-4、小学生：問 14-３】 

<複数回答> 

病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由は、就学前では、「親が仕事を休んで対応す

る」が 56.8％と最も多く、次いで「病児・病後児を他人にみてもらうのは不安」（55.9％）の順とな

っています。 

小学生でも、「親が仕事を休んで対応する」が 53.1％と最も多く、次いで「病児・病後児を他人に

みてもらうのは不安」（51.9％）の順となっています。 

図表 58 病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

親が仕事を休んで対応する

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

利用料がかかる・高い

事業の利便性がよくない

利用料がわからない

事業の質に不安がある

その他

無回答

56.8

55.9

20.8

17.8

17.2

14.5

23.0

0.0

53.1

51.9

14.5

18.7

16.2

6.2

26.6

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就学前（n=331）

小学生（n=241）
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（６）父母が仕事を休んで子どもをみたかったことの有無 

『（２）教育・保育事業が利用できなかった時の対処方法』で「父親が休んだ」または「母親が休んだ」

以外を回答した方のみ 

問 「できれば父母のいずれかが仕事を休んで子どもをみたい」と思いましたか。 

【就学前：問 22-5、小学生：問 14-４】 

<単数回答・数量回答> 

父母が仕事を休んで子どもをみたかったことの有無は、就学前では、「できれば仕事を休んで子ど

もをみたい」が 37.5％、「休んで子どもをみることは非常に難しい」が 25.0％となっています。 

小学生では、「できれば仕事を休んで子どもをみたい」が 44.6％、「休んで子どもをみることは非

常に難しい」が 22.0％となっています。 

年間希望日数は、就学前では、「10日以上」が 21.4％と最も多く、小学生では、「１日」が 32.0％

と最も多くなっています。 

図表 59 父母が仕事を休んで子どもをみたかったことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 60 父母が仕事を休んで子どもをみたかった年間希望日数 

 

 

 

  

就学前 n=224

小学生 n=168

37.5 

44.6 

25.0

22.0

37.5

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できれば仕事を休んで子どもをみたい

休んで子どもをみることは非常に難しい

無回答

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日以上

無回答

8.3

7.1

20.2

2.4

16.7

1.2

3.6

1.2

0.0

21.4

17.9

32.0

20.0

16.0

2.7

12.0

0.0

2.7

0.0

0.0

4.0

10.7

0% 10% 20% 30% 40%

就学前（n=84）

小学生（n=75）
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（７）仕事を休んで子どもをみることが難しい理由 

『（６）父母が仕事を休んで子どもをみたかったことの有無』で「休んで子どもをみることは非常に難

しい」と回答した方のみ 

問 父母が仕事を休んで子どもをみることは非常に難しいと思う理由は何ですか。 

【就学前：問 22-6、小学生：問 14-５】 

<複数回答> 

仕事を休んで子どもをみることが難しい理由は、「子どもの看護を理由に休みがとれない」が就学

前で 60.7％、小学生で 40.5％と最も高くなっています。 

図表 61 仕事を休んで子どもをみることが難しい理由 

 

 

 

 

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

60.7

5.4

5.4

33.9

1.8

40.5

10.8

2.7

45.9

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就学前（n=56）

小学生（n=37）
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不定期の教育・保育事業や一時預かり等の利用について 

（１）不定期に利用している一時預かり等の事業 

問 あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定

期の就労等の目的で、不定期に利用している事業はありますか。 

【就学前：問 23】 

<複数回答・数量回答> 

不定期に利用している一時預かり等の事業は、「幼稚園の預かり保育」（11.3％）、「一時預かり」

（7.1％）、「ファミリー・サポート・センター」（1.8％）の順となっています。 

図表 62 不定期に利用している一時預かり等の事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 63 不定期に利用している一時預かり等の事業（１年当たりの日数）  （上段：件数、下段：％） 

 

 

 

  

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答 （n=1,371）

7.1

11.3

1.8

0.0

0.0

0.9

77.3

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計 １～３日 ４～６日 ７～９日 10～12日 13～15日 16～20日 21～30日 31日以上 無回答

97 30 7 1 16 3 6 12 16 6
100.0 30.9 7.2 1.0 16.5 3.1 6.2 12.4 16.5 6.2

155 55 23 7 18 7 7 10 21 7
100.0 35.5 14.8 4.5 11.6 4.5 4.5 6.5 13.5 4.5

24 12 1 1 3 - 2 1 3 1
100.0 50.0 4.2 4.2 12.5 - 8.3 4.2 12.5 4.2

- - - - - - - - -
- - - - - - - - -
- - - - - - - - -
- - - - - - - - -

13 5 1 - 1 1 1 - 4
100.0 38.5 7.7 - 7.7 7.7 7.7 - 30.8

その他

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター
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（２）不定期に一時預かり等の事業を利用していない理由 

『（１）不定期に利用している一時預かり等の事業』で「利用していない」と回答した方のみ 

問 一時預かり等保育事業を現在利用していない理由は何ですか。 

【就学前：問 23-1】 

<複数回答> 

不定期に一時預かり等の事業を利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が 74.0％と最

も多く、次いで「事業の利用方法（手続き等）がわからない」（14.7％）、「利用料がかかる・高い」

（14.3％）、「自分が事業の対象者になるのかどうかわからない」（11.1％）の順となっています。 

図表 64 不定期に一時預かり等の事業を利用していない理由 

 

 

 

 

  

特に利用する必要がない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

利用料がかかる・高い

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

利用料がわからない

事業の質に不安がある

事業の利便性がよくない

利用したい事業が地域にない

その他

無回答 （n=1,060）

74.0

14.7

14.3

11.1

7.3

6.1

5.3

3.7

9.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80%



Ⅲ．調査結果 

９．不定期の教育・保育事業や一時預かり等の利用について 

57 

（３）不定期な一時預かり等の事業利用の希望 

問 お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい一時預かり等

の事業を利用する必要があると思いますか。 

【就学前：問 24、小学生：問 15】 

<複数回答・数量回答> 

不定期な一時預かり等の事業利用の希望は、「利用したい」が、就学前で 47.6％、小学生で 27.6％

となっています。 

利用目的としては、就学前では、「私用、リフレッシュ目的」が 74.7％と最も多く、次いで「冠婚

葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」（58.4％）、「不定期の就労」（25.9％）の順となっています。 

小学生では、「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」が 62.0％と最も多く、次いで「私用、

リフレッシュ目的」（58.3％）、「不定期の就労」（28.6％）の順となっています。 

図表 65 不定期な一時預かり等の事業利用の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 66 不定期な一時預かり等の事業利用の目的 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 n=1,371

小学生 n=695

47.6 

27.6 

46.0

68.9

6.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用する必要はない 無回答

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

74.7

58.4

25.9

4.6

2.0

58.3

62.0

28.6

8.9

4.2

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（n=652）

前回調査（n=453）
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不定期な一時預かり等の事業利用の希望を前回調査と比較すると、就学前では「利用したい」人

が 9.9ポイント増加しています。 

また、就学前、小学生ともに「私用、リフレッシュ目的」の利用希望が増加しています。 

 

図表 67 不定期な一時預かり等の事業利用の希望 前回調査との比較 

 

【就学前】 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生】 

 

 

 

 

 

 

 

図表 68 不定期な一時預かり等の事業利用の目的 前回調査との比較 

 

【就学前】                   【小学生】 

 

 

 

 

 

  

今回調査 n=1,371

前回調査 n=1,202

47.6 

37.7 

46.0

48.8

6.5

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用する必要はない 無回答

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ど
もや親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

74.7

58.4

25.9

4.6

2.0

58.3

62.0

28.6

8.9

4.2

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（n=652）

前回調査（n=453）

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ど
もや親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

58.3

62.0

28.6

8.9

4.2

51.7

65.5

35.0

8.4

5.4

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（n=192）

前回調査（n=203）

今回調査 n=695

前回調査 n=626

27.6 

32.4 

68.9

65.3

3.5

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用する必要はない 無回答
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図表 69 不定期な一時預かり等の事業利用の目的（１年当たりの日数） 

 

【就学前】                             （上段：件数、下段：％） 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生】                             （上段：件数、下段：％） 

 

 

 

 

 

 

 

（４）不定期で子どもを預けるのに望ましい事業形態 

『（３）不定期な一時預かり等の事業利用の希望』で「利用したい」と回答した方のみ 

問 私用、親の通院、不定期の就労等の目的でお子さんを預ける場合、どの事業形態が望ましいと

思いますか。 

【就学前：問 24-1】 

<複数回答> 

不定期で子どもを預けるのに望ましい事業形態は、「幼稚園や保育所などの大規模施設で子どもを

保育するサービス」が 83.1％と最も多く、次いで「地域子育て支援拠点等の小規模な施設で子ども

を保育するサービス」（42.6％）、「地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育するサービス」

（12.9％）の順となっています。 

図表 70 不定期で子どもを預けるのに望ましい事業形態 

 

 

 

  

合計 １～３日 ４～６日 ７～９日 10～12日 13～15日 16～20日 21～30日 31～40日 41～50日 51～60日 61日以上 無回答

652 50 83 28 136 46 57 78 21 19 23 78 33
100.0 7.7 12.7 4.3 20.9 7.1 8.7 12.0 3.2 2.9 3.5 12.0 5.1

487 70 97 9 154 10 21 43 5 25 19 8 26
100.0 14.4 19.9 1.8 31.6 2.1 4.3 8.8 1.0 5.1 3.9 1.6 5.3

381 92 107 11 97 11 12 18 2 2 6 3 20
100.0 24.1 28.1 2.9 25.5 2.9 3.1 4.7 0.5 0.5 1.6 0.8 5.2

169 17 15 3 26 6 6 18 5 9 3 39 22
100.0 10.1 8.9 1.8 15.4 3.6 3.6 10.7 3.0 5.3 1.8 23.1 13.0

30 7 4 4 6 - 1 3 - - 1 2 2
100.0 23.3 13.3 13.3 20.0 - 3.3 10.0 - - 3.3 6.7 6.7

利用したい日数の合計

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども
や親の通院等

不定期の就労

その他

合計 １～３日 ４～６日 ７～９日 10～12日 13～15日 16～20日 21～30日 31～40日 41～50日 51～60日 61日以上 無回答

192 31 22 10 46 11 20 20 3 3 3 10 13
100.0 16.1 11.5 5.2 24.0 5.7 10.4 10.4 1.6 1.6 1.6 5.2 6.8

112 36 24 3 37 1 1 3 - 2 2 - 3
100.0 32.1 21.4 2.7 33.0 0.9 0.9 2.7 - 1.8 1.8 - 2.7

119 39 35 6 24 2 4 2 - - - - 7
100.0 32.8 29.4 5.0 20.2 1.7 3.4 1.7 - - - - 5.9

55 8 11 3 11 1 3 7 1 4 - 3 3
100.0 14.5 20.0 5.5 20.0 1.8 5.5 12.7 1.8 7.3 - 5.5 5.5

17 1 4 1 - - 4 3 1 - - 2 1
100.0 5.9 23.5 5.9 - - 23.5 17.6 5.9 - - 11.8 5.9

利用したい日数の合計

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども
や親の通院等

不定期の就労

その他

幼稚園や保育所などの大規模施設で子どもを保育する
サービス

地域子育て支援拠点等の小規模な施設で子どもを保育
するサービス

地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する
サービス

その他

無回答 （n=652）

83.1

42.6

12.9

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）泊りがけで子どもをみてもらう状況の有無 

問 この１年間に、保護者の用事により、あて名のお子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわな

ければならないことはありましたか。また、あった場合は、この１年間の対応は何ですか。 

【就学前：問 25、小学生：問 16】 

<複数回答・数量回答> 

泊りがけで子どもをみてもらう状況の有無は、「あった」が、就学前で 20.4％、小学生で 15.0％

となっています。 

その場合の対応としては、就学前では、「親族・知人にみてもらった」が 85.7％と最も多く、次い

で「仕方なく子どもを同行させた」（16.4％）の順となっています。 

小学生でも、「親族・知人にみてもらった」が 88.5％と最も多く、次いで「仕方なく子どもを同行

させた」（10.6％）の順となっています。 

図表 71 泊りがけで子どもをみてもらう状況の有無 

 

 

 

 

 

 

図表 72 泊りがけで子どもをみてもらう状況があった場合の対応 

 

 

 

  

就学前 n=1,371

小学生 n=695

20.4 

15.0 

76.7

85.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

親族・知人にみてもらった

短期入所生活援助事業を利用した

「短期入所生活援助事業」以外の保育事業を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

85.7

0.0

0.0

16.4

0.7

3.2

0.4

88.5

1.0

0.0

10.6

1.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前（n=280）

小学生（n=104）
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図表 73 泊りがけで子どもをみてもらう状況があった場合の対応（１年当たりの泊数） 

 

【就学前】                             （上段：件数、下段：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生】                             （上段：件数、下段：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）親族・知人にみてもらった場合の困難度 

『（５）泊りがけで子どもをみてもらう状況の有無』で「親族・知人にみてもらった」と回答した方の

み 

問 親族・知人にみてもらった場合の困難度はどの程度でしたか。 

【就学前：問 25-1、小学生：問 16-1】 

<単数回答> 

親族・知人にみてもらった場合の困難度は、“困難である”と回答した方が、就学前では、51.3％、

小学生では、44.6％となっています。 

※“困難である”は「非常に困難」と「どちらかというと困難」を合わせたもの 

図表 74 親族・知人にみてもらった場合の困難度 

 

 

合計 １～３泊 ４～６泊 ７～９泊 10～12泊 13～15泊 16～20泊 21～30泊 31泊以上 無回答

92 65 10 - 6 - - - - 11
100.0 70.7 10.9 - 6.5 - - - - 12.0

1 - - - - - - - - 1
100.0 - - - - - - - - 100.0

- - - - - - - - - -
- - - - - - - - - -

11 8 2 - - - - - - 1
100.0 72.7 18.2 - - - - - - 9.1

1 1 - - - - - - - -
100.0 100.0 - - - - - - - -

5 1 - - - 1 - - - 3
100.0 20.0 - - - 20.0 - - - 60.0

親族・知人にみてもらった

その他

短期入所生活援助事業を利
用した

「短期入所生活援助事業」以
外の保育事業を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番
をさせた

就学前 n=240

小学生 n=92

15.0 

7.6 

36.3

37.0

48.3

55.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に困難 どちらかというと困難 特に困難ではない 無回答

合計 １～３泊 ４～６泊 ７～９泊 10～12泊 13～15泊 16～20泊 21～30泊 31泊以上 無回答

240 125 35 19 13 6 3 8 4 27
100.0 52.1 14.6 7.9 5.4 2.5 1.3 3.3 1.7 11.3

- - - - - - - - - -
- - - - - - - - - -
- - - - - - - - - -
- - - - - - - - - -

46 27 3 2 1 - - 2 - 11
100.0 58.7 6.5 4.3 2.2 - - 4.3 - 23.9

2 1 - - - - - - - 1
100.0 50.0 - - - - - - - 50.0

9 4 3 - - - - 1 - 1
100.0 44.4 33.3 - - - - 11.1 - 11.1

仕方なく子どもだけで留守番
をさせた

親族・知人にみてもらった

短期入所生活援助事業を利
用した

「短期入所生活援助事業」以
外の保育事業を利用した

仕方なく子どもを同行させた

その他
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 就学前児童の小学校就学後及び小学生児童の放課後の過ごし方について 

（１）小学校低学年の放課後の過ごし方 

問 あて名のお子さんについて、小学校低学年のうちは、放課後の時間をどのような場所で過ごさ

せたいと思いますか。 

【就学前：問 26、小学生：問 17】 

<複数回答・数量回答> 

小学校低学年の放課後の過ごし方は、就学前では、「習い事」が 57.3％と最も多く、次いで「自宅」

（53.3％）、「放課後児童クラブ」（44.6％）の順となっています。 

小学生では、「自宅」が 75.3％と最も多く、次いで「習い事」（66.0％）、「放課後児童クラブ」（22.7％）

の順となっています。 

放課後児童クラブを利用したい時間は、就学前では、下校時から「18時まで」が 27.9％と最も多

く、次いで「18時 30分まで」（19.0％）、「17時まで」（18.0％）、「19時まで」（13.7％）の順となっ

ています。 

小学生では、下校時から「18時 30分まで」が 22.8％と最も多く、次いで「19時まで」（18.4％）、

「17時 30分まで」（17.1％）、「18時まで」（12.0％）の順となっています。 

図表 75 小学校低学年の放課後の過ごし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

53.3

22.0

57.3

44.6

24.4

5.8

0.9

15.2

3.9

75.3

18.8

66.0

22.7

20.7

2.3

0.6

19.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

就学前（n=1,371）

小学生（n=695）
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就学前・小学生ともに「自宅」や「習い事」を希望する割合が高くなっています。「放課後児童ク

ラブ」は一定数の利用希望はあるものの、就学前に比べ小学生で割合が下がっています。 

 

図表 76 小学校低学年の放課後の過ごし方 前回調査との比較 

 

【就学前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生】 

 

 

 

 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

53.3

22.0

57.3

44.6

24.4

5.8

0.9

15.2

3.9

60.3

24.6

56.2

33.0

29.2

4.2

0.7

16.2

7.1

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（n=1,371）

前回調査（n=1,202）

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

75.3

18.8

66.0

22.7

20.7

2.3

0.6

19.3

1.0

77.0

22.4

66.0

21.1

12.8

0.6

0.6

20.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（n=695）

前回調査（n=626）



Ⅲ．調査結果 

10．就学前児童の小学校就学後及び小学生児童の放課後の過ごし方について  

  64  

 

図表 77 小学校低学年の放課後の過ごし方（１週間当たりの日数） 

 

【就学前】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅 n=731

祖父母宅や友人・知人宅 n=302

習い事 n=786

放課後児童クラブ n=612

放課後子ども教室 n=335

児童館 n=79

ファミリー・サポート・センター n=12

その他 n=209

14.0

51.7

33.3

5.1

55.2

51.9

50.0

33.5

27.4

26.8

47.5

11.3

20.3

22.8

33.3

34.0

22.2

5.6

14.4

15.4

7.5

10.1

19.6

8.8

2.3

1.8

8.7

1.2

1.3

2.4

20.5

7.9

0.6

45.8

11.0

10.1

8.3

4.8

0.3

0.3

2.5

0.6

1.6

0.5

5.3

5.3

2.4

11.4

4.2

3.8

8.3

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１日 週２日 週３日 週４日

週５日 週６日 週７日 無回答

自宅 n=523

祖父母宅や友人・知人宅 n=131

習い事 n=459

放課後児童クラブ n=158

放課後子ども教室 n=144

児童館 n=16

ファミリー・サポート・センター n=4

その他 n=134

19.3

64.1

21.8

6.3

96.5

68.8

75.0

48.5

23.5

13.0

31.8

3.2

2.1

12.5

26.1

18.4

7.6

26.8

17.7

6.3

25.0

13.4

9.2

2.3

13.9

22.2

0.7

6.3

5.2

26.2

11.5

5.0

44.3

6.3

4.5

1.1

0.2

1.3

1.1

0.2

1.1

1.5

0.2

5.1

0.7

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１日 週２日 週３日 週４日

週５日 週６日 週７日 無回答
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図表 78 放課後児童クラブを利用したい時間（小学校低学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15時まで

15時30分まで

16時まで

16時30分まで

17時まで

17時30分まで

18時まで

18時30分まで

19時まで

19時30分まで

20時まで

20時30分まで

21時まで

21時30分まで

無回答

0.7

0.0

1.8

3.9

18.0

8.5

27.9

19.0

13.7

1.6

1.5

0.0

0.2

3.3

0.0

0.0

0.0

0.6

6.3

9.5

17.1

12.0

22.8

18.4

10.8

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5

0% 10% 20% 30%

就学前（n=612）

小学生（n=158）
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（２）小学校高学年の放課後の過ごし方 

問 あて名のお子さんについて、小学校高学年になったら、放課後の時間をどのような場所で過ご

させたいと思いますか。 

【就学前：問 27、小学生：問 18】 

<複数回答・数量回答> 

小学校高学年の放課後の過ごし方は、就学前では、「習い事」が 72.0％と最も多く、次いで「自宅」

（61.6％）、「放課後児童クラブ」（33.8％）、「祖父母宅や友人・知人宅」（23.9％）の順となってい

ます。 

小学生では、「自宅」が 75.1％と最も多く、次いで「習い事」（70.6％）、「祖父母宅や友人・知人

宅」（19.3％）の順となっています。 

放課後児童クラブを利用したい時間は、就学前では、下校時から「18時まで」が 30.8％と最も多

く、次いで「18時 30分まで」（18.3％）、「19時まで」（15.7％）、「17時まで」（14.0％）の順となっ

ています。 

小学生では、「18 時 30 分まで」が 21.4％と最も多く、次いで「19 時まで」（20.5％）、「17 時 30

分まで」（16.2％）、「19時 30分まで」（13.7％）の順となっています。 

就学前と比べて小学生では「自宅」を希望する割合が高くなり、「放課後児童クラブ」「放課後子

ども教室」では低くなっています。 

図表 79 小学校高学年の放課後の過ごし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

61.6

23.9

72.0

33.8

19.5

5.8

0.4

17.2

4.0

75.1

19.3

70.6

16.8

10.1

3.3

0.6

23.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80%

就学前（n=1,371）

小学生（n=695）
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図表 80 小学校高学年の放課後の過ごし方（１週間当たりの日数） 

 

【就学前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生】 

 

 

 

 

 

  

自宅 n=845

祖父母宅や友人・知人宅 n=328

習い事 n=987

放課後児童クラブ n=464

放課後子ども教室 n=267

児童館 n=80

ファミリー・サポート・センター n=6

その他 n=236

21.1

47.0

17.7

9.7

47.2

47.5

66.7

31.4

27.2

28.7

46.3

19.2

25.1

23.8

35.2

18.9

8.5

27.2

18.8

7.9

11.3

16.7

20.3

6.0

2.4

3.5

6.7

1.5

2.5

3.0

19.3

7.0

1.7

29.7

11.2

5.0

16.7

3.8

0.4

0.6

1.9

0.7

0.9

0.4

6.2

5.8

3.5

14.0

6.4

10.0

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１日 週２日 週３日 週４日

週５日 週６日 週７日 無回答

自宅 n=522

祖父母宅や友人・知人宅 n=134

習い事 n=491

放課後児童クラブ n=117

放課後子ども教室 n=70

児童館 n=23

ファミリー・サポート・センター n=4

その他 n=161

20.3

60.4

15.9

5.1

88.6

56.5

50.0

44.7

24.5

17.2

32.8

15.4

10.0

21.7

25.0

32.3

17.8

3.7

31.8

12.0

1.4

13.0

12.4

6.9

3.0

13.0

20.5

8.7

25.0

2.5

26.2

14.2

5.3

37.6

5.0

0.8

0.4

0.9

1.1

2.3

1.5

0.8

8.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１日 週２日 週３日 週４日

週５日 週６日 週７日 無回答
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図表 81 放課後児童クラブを利用したい時間（小学校高学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15時まで

15時30分まで

16時まで

16時30分まで

17時まで

17時30分まで

18時まで

18時30分まで

19時まで

19時30分まで

20時まで

20時30分まで

21時まで

21時30分まで

無回答

0.2

0.2

0.2

2.6

14.0

8.6

30.8

18.3

15.7

2.2

1.9

0.0

0.2

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

7.7

16.2

10.3

21.4

20.5

13.7

1.7

0.9

0.9

0.0

4.3

0% 10% 20% 30% 40%

就学前（n=464）

小学生（n=117）
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（３）土曜日、日曜日、祝日の放課後児童クラブの利用希望 

『（１）小学校低学年の放課後の過ごし方』または『（２）小学校高学年の放課後の過ごし方』で「放課

後児童クラブ」と回答した方のみ 

問 あて名のお子さんについて、土曜日、日曜日、祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。 

【就学前：問 28、小学生：問 19】 

<単数回答・数量回答> 

土曜日、日曜日、祝日の放課後児童クラブの利用希望は、“利用したい”と回答した方が、就学前

では、土曜日で 28.5％、日曜日で 8.1％、祝日で 40.3％となっており、小学生では、土曜日で 21.9％、

日曜日で 8.1％、祝日で 40.5％となっています。 

※“利用したい”は「低学年の間は利用したい」と「高学年になっても利用したい」を合わせたもの 

図表 82 土曜日、日曜日、祝日の放課後児童クラブの利用希望 

 

【土曜日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日曜日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【祝日】 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 n=655

小学生 n=173

21.1 

13.9 

19.2

26.6

54.2

38.7

5.5

20.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答

就学前 n=655

小学生 n=173

3.1 

1.7 

5.0

6.4

84.6

68.2

7.3

23.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答

就学前 n=655

小学生 n=173

14.0 

6.9 

14.5

15.0

64.7

55.5

6.7

22.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答
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図表 83 土曜日、日曜日、祝日の放課後児童クラブの利用したい時間帯 
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89.4 

65.9 

17.8 

2.7 0.4 1.5 0.0
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2.9 0.0
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20%
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（４）長期休業期間中の放課後児童クラブの利用希望 

問 あて名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の学校休業期間中の放課後

児童クラブの利用希望はありますか。 

【就学前：問 29、小学生：問 20】 

<単数回答・数量回答> 

長期休業期間中の放課後児童クラブの利用希望は、“利用したい”と回答した方が、就学前で 57.6％、

小学生で 40.8％となっています。 

前回調査と比較すると、“利用したい”人は増加しており、特に就学前の「低学年の間は利用した

い」人は大きく増加しています。 

※“利用したい”は「低学年の間は利用したい」と「高学年になっても利用したい」を合わせたもの 

図表 84 長期休業期間中の放課後児童クラブの利用希望 前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 85 長期休業期間中の放課後児童クラブの利用したい時間帯 

 

 

 

 

 

就学前：今回調査 n=1,371

           前回調査 n=1,202

小学生：今回調査 n=695

           前回調査 n=626

31.1 

18.3 

15.8 

12.3 

26.5

24.9

25.0

22.7

33.0

41.2

52.2

49.7

9.3

15.6

6.9

15.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答

６
時
台

７
時
台

８
時
台

９
時
台

10
時
台

11
時
台

12
時
台

13
時
台

14
時
台

15
時
台

16
時
台

17
時
台

18
時
台

19
時
台

20
時
台

無
回
答

0.0 

23.5 

71.8 

96.6 97.3 97.1 95.4 95.1 93.7 
86.7 

75.2 

49.6 

10.6 

1.4 0.1 2.0 0.4

35.2

78.9

95.1 96.5 96.5 95.1 94.4
89.8

77.8

61.3

40.8

10.9

1.4 0.0 1.8

0%

20%

40%

60%

80%

100% 就学前（n=790）

小学生（n=284）
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 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

（１）育児休業取得の有無 

問 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

【就学前：問 30】 

<単数回答> 

育児休業取得の有無は、母親では、「働いていなかった」が 46.2％と最も多く、次いで「取得した

（取得中である）」（38.4％）、「取得していない」（13.8％）の順となっています。 

父親では、「取得していない」が 93.8％と最も多く、次いで「取得した（取得中である）」（1.7％）、

「働いていなかった」（0.3％）の順となっています。 

前回調査と比較すると、母親で「取得した（取得中である）」人は 11.4ポイント増加しています。 

図表 86 育児休業取得の有無 前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

母親：今回調査 n=1,371

　　　：前回調査 n=1,202

父親：今回調査 n=1,371

　　　：前回調査 n=1,202

13.8 

15.0 

93.8 

92.9 

38.4

27.0

1.7

1.6

46.2

56.1

0.3

0.7

1.6

2.0

4.2

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取得していない 取得した（取得中である） 働いていなかった 無回答
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子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定
めがなかった）

仕事に戻るのが難しそうだった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさな
かった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

収入減となり、経済的に苦しくなる

祖父母等の親族にみてもらえるなど制度を利用する
必要がなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事が忙しかった

保育所などに預けることができた

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得
できることを知らず、退職した

育児休業を取得できることを知らなかった

配偶者が育児休業制度を利用した

昇給・昇格などが遅れそうだった

その他

無回答

※父親該当なし

47.6

15.3

12.7

10.1

9.5

5.8

5.3

3.7

2.1

1.6

1.6

1.1

0.0

0.0

24.3

3.2

0.3

4.8

7.6

0.2

36.4

27.0

36.9

39.5

1.5

2.0

29.9

11.9

6.5

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

就学前：母親（n=189）

就学前：父親（n=1,286）

※

※

（２）育児休業を取得していない理由 

『（１）育児休業取得の有無』で「取得していない」と回答した方のみ 

問 育児休業を取得していない理由は何ですか。 

【就学前：問 30-1】 

<複数回答> 

育児休業を取得していない理由は、母親では、「子育てや家事に専念するため退職した」が 47.6％

と最も多く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」（15.3％）、

「仕事に戻るのが難しそうだった」（12.7％）の順となっています。 

父親では、「仕事が忙しかった」が 39.5％と最も多く、次いで「祖父母等の親族にみてもらえるな

ど制度を利用する必要がなかった」（36.9％）、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」

（36.4％）の順となっています。 

図表 87 育児休業を取得していない理由 
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（３）育児休業給付と保険料免除の認知度 

問 子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳になるまでの

育児休業等期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組みがあります

が、そのことをご存じでしたか。 

【就学前：問 30-２】 

<単数回答> 

育児休業給付と保険料免除の認知度は、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた」が

39.7％と最も多く、次いで「育児休業給付のみ知っていた」（29.2％）の順となっています。 

前回調査と比較すると、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた」人は 7.8ポイント増

加しています。 

図表 88 育児休業給付と保険料免除 前回調査との比較 

 

 

 

  

今回調査 n=1,371

前回調査 n=1,202

39.7 

31.9 

29.2

32.4

1.0

1.2

28.8

31.6

1.3

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった

無回答
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（４）職場復帰の有無 

『（１）育児休業取得の有無』で「取得した」と回答した方のみ 

問 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

【就学前：問 30-３】 

<単数回答> 

職場復帰の有無は、母親では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 67.3％と最も多く、次いで

「現在も育児休業中である」（24.5％）、「育児休業中に離職した」（7.0％）の順となっています。 

父親では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 95.7％となっています。 

図表 89 職場復帰の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）職場復帰のタイミング 

『（４）職場復帰の有無』で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方のみ 

問 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでしたか。あ

るいはそれ以外でしたか。 

【就学前：問 30-４】 

<単数回答> 

職場復帰のタイミングは、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が、母親で 43.5％、父

親で 9.1％となっています。 

図表 90 職場復帰のタイミング 

 

 

  

就学前：母親 n=526

就学前：父親 n=23

67.3 

95.7 

24.5 7.0 1.1

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答

就学前：母親 n=354

就学前：父親 n=22

43.5 

9.1 

54.5

86.4

2.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答



Ⅲ．調査結果 

11．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について  

  76  

（６）育児休業の実際の取得期間と希望の取得期間 

『（４）職場復帰の有無』で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方のみ 

問 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、お勤め

先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。 

【就学前：問 30-５】 

<数量回答> 

母親の育児休業の取得期間は、実際では、「１歳～１歳６か月未満」が 47.5％と最も多く、次いで

「１歳６か月～２歳未満」（19.2％）の順となっています。 

希望では、「１歳～１歳６か月未満」が 30.8％と最も多く、次いで「１歳６か月～２歳未満」「２

歳～２歳６か月未満」（18.1％）の順となっています。 

父親の育児休業の取得期間は、実際では、「６か月未満」が 40.9％と最も多く、次いで「１歳～１

歳６か月未満」（13.6％）の順となっています。 

希望では、「６か月未満」が 36.4％と最も多く、次いで「１歳～１歳６か月未満」（18.2％）の順

となっています。 

図表 91 育児休業の実際の取得期間と希望の取得期間 

 

【母親】                    【父親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

６か月未満

６か月～１歳未満

１歳～１歳６か月未満

１歳６か月～２歳未満

２歳～２歳６か月未満

２歳６か月～３歳未満

３歳～３歳６か月未満

３歳６か月～４歳未満

４歳～４歳６か月未満

４歳６か月～５歳未満

５歳以上

無回答

2.0

11.0

47.5

19.2

6.5

3.7

2.0

0.0

0.3

0.0

0.0

7.9

0.0

3.4

30.8

18.1

18.1

1.4

14.1

0.6

0.3

0.0

0.6

12.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

実際（n=354）

希望（n=354）

６か月未満

６か月～１歳未満

１歳～１歳６か月未満

１歳６か月～２歳未満

２歳～２歳６か月未満

２歳６か月～３歳未満

３歳～３歳６か月未満

３歳６か月～４歳未満

４歳～４歳６か月未満

４歳６か月～５歳未満

５歳以上

無回答

40.9

4.5

13.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

40.9

36.4

0.0

18.2

0.0

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

40.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

実際（n=22）

希望（n=22）
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（７）３歳まで育児のための休暇を取得できる場合の希望期間 

『（４）職場復帰の有無』で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方のみ 

問 お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお子

さんが何歳何か月のときまで取りたかったですか。 

【就学前：問 30-６】 

<数量回答> 

３歳まで育児のための休暇を取得できる場合の希望期間は、母親では、「３歳～３歳６か月未満」

が 41.5％と最も多く、次いで「２歳～２歳６か月未満」（17.5％）、「１歳～１歳６か月未満」（15.0％）

の順となっています。 

父親では、「１歳～１歳６か月未満」が 27.3％と最も多く、次いで「６か月未満」（18.2％）の順

となっています。 

図表 92 ３歳まで育児のための休暇を取得できる場合の希望期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６か月未満

６か月～１歳未満

１歳～１歳６か月未満

１歳６か月～２歳未満

２歳～２歳６か月未満

２歳６か月～３歳未満

３歳～３歳６か月未満

３歳６か月～４歳未満

無回答

0.0

1.7

15.0

9.6

17.5

2.8

41.5

0.8

11.0

18.2

4.5

27.3

0.0

4.5

0.0

4.5

0.0

40.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

母親（n=354）

父親（n=22）
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（８）希望の時期に職場復帰しなかった理由 

『（６）育児休業の実際の取得期間と希望の取得期間』で実際の復帰と希望が異なる方のみ 

問 希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。 

【就学前：問 30-７】 

<複数回答> 

希望よりも早く職場復帰した理由は、母親では、「希望する保育所に入るため」が 46.4％と最も多

く、次いで「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」（20.4％）、「経済的な理由で早く復帰す

る必要があったため」（19.9％）の順となっています。 

希望よりも遅く職場復帰した理由は、母親では、「希望する保育所に入れなかったため」が 38.6％

と最も多く、次いで「配偶者や家族の希望があったため」「子どもをみてくれる人がいなかったため」

（5.3％）の順となっています。 

図表 93 希望よりも早く職場復帰した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親該当者なし 

 

図表 94 希望よりも遅く職場復帰した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親該当者なし 

希望する保育所に入れなかったため

配偶者や家族の希望があったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

その他

無回答

母親（n=57）

38.6

5.3

5.3

1.8

0.0

10.5

52.6

0% 20% 40% 60%

希望する保育所に入るため

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

経済的な理由で早く復帰する必要があったため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答

母親（n=181）

46.4

20.4

19.9

1.7

28.2

7.7

0% 20% 40% 60%
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（９）短時間勤務制度の利用の有無 

『（４）職場復帰の有無』で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方のみ 

問 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。 

【就学前：問 30-８】 

<単数回答> 

短時間勤務制度の利用の有無は、母親では、「利用した」が 52.5％と最も多く、次いで「利用した

かったが、利用しなかった」（26.8％）、「利用する必要がなかった」（18.9％）の順となっています。 

父親では、「利用する必要がなかった」が 68.2％と最も多く、次いで「利用したかったが、利用し

なかった」（22.7％）の順となっています。 

前回調査と比較すると、「利用した」人が母親では 8.7ポイント、増加しています。 

図表 95 短時間勤務制度の利用の有無 前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

  

母親：今回調査 n=354

　　　：前回調査 n=208

父親：今回調査 n=22

　　　：前回調査 n=12

18.9 

20.2 

68.2 

50.0 

52.5

43.8

0.0

0.0

26.8

26.4

22.7

16.7

1.7

9.6

9.1

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要がなかった 利用した

利用したかったが、利用しなかった 無回答
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（10）短時間勤務制度を利用しなかった理由 

『（９）短時間勤務制度の利用の有無』で「利用したかったが、利用しなかった」と回答した方のみ 

問 短時間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか。 

【就学前：問 30-９】 

<複数回答> 

短時間勤務制度を利用しなかった理由は、母親では、「短時間勤務にすると保育所の入所申請の優

先順位が下がる」が 50.5％と最も多く、次いで「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があっ

た」（37.9％）、「短時間勤務にすると給与が減額される」（31.6％）の順となっています。 

図表 96 短時間勤務制度を利用しなかった理由 

 

 

 

 

 

  

短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

短時間勤務にすると給与が減額される

仕事が忙しかった

職場に短時間勤務制度がなかった

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

配偶者が無職、祖父母等の親族など子どもをみてくれる人がいた

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

子育てや家事に専念するため退職した

その他
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（11）１歳になるまでの育児休業取得希望 

『（４）職場復帰の有無』で「現在も育児休業中である」と回答した方のみ 

問 お子さんが１歳になったときに必ず利用できる保育所等事業があれば、１歳になるまで育児休

業を取得しますか。または、利用できる保育所等事業があっても１歳になる前に復帰しますか。 

【就学前：問 30-10】 

<単数回答> 

１歳になるまでの育児休業取得希望は、母親では、「１歳になるまで育児休業を取得したい」が

91.5％、「１歳になる前に復帰したい」が 2.3％となっています。 

図表 97 １歳になるまでの育児休業取得希望 

 

 

 

 

 

 

※父親該当者なし 

 

 

 

 

 

 

 

就学前：母親 n=129 91.5 

2.3

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 無回答
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 刈谷市の子育てサービス、子育てに関連する分野の満足度について 

（１）刈谷市の子育てサービスの認知度・利用状況 

問 ①～⑮のサービスを知っていますか。また、知っている方は利用したことがありますか。 

【就学前：問 31】 

<単数回答> 

刈谷市の子育てサービスの認知度は、「①生後４か月までのあかちゃん訪問」、「③子育て支援セン

ター・子育て広場」、「⑧はぐみんカード」で「知っている」が９割以上となっています。 

一方で、「②臨時保育室（カンガルールーム）」、「⑥地域の子育てボランティア活動」、「⑫適応指

導教室（すこやか教室）」、「⑭市が運用している子育てに関するホームページ」では「知らない」が

５割以上となっています。 

図表 98 刈谷市の子育てサービスの認知度 

 

 

 

 

 

  

前回調査

の認知度 
（n=1,371)

①生後４か月までのあかちゃん訪問 (90.0)

②臨時保育室（カンガルールーム） (48.1)

③子育て支援センター・子育て広場 (93.5)

④一時保育 (68.5)

⑤ほのぼのルーム (62.6)

⑥地域の子育てボランティア活動 (36.4)

⑦子育てサークル (66.7)

⑧はぐみんカード (90.6)

⑨虐待ホットライン (72.5)

⑩子ども相談センター (72.0)

⑪育児ママ訪問サポート (39.1)

⑫適応指導教室（すこやか教室） (19.0)

(32.2)

(23.1)

⑮防犯メール配信サービス (53.7)
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知っている 知らない 無回答

⑬市が発行している子育てに関する

情報誌（子育てガイドブック）

⑭市が運用している子育てに関する

ホームページ
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刈谷市の子育てサービスの利用状況は、「①生後４か月までのあかちゃん訪問」、「③子育て支援セ

ンター・子育て広場」、「⑧はぐみんカード」で「利用している・利用したことがある」が８割以上

となっています。 

一方で、「⑨虐待ホットライン」、「⑩子ども相談センター」、「⑪育児ママ訪問サポート」、「⑫適応

指導教室（すこやか教室）」では「利用したことはない」が約９割となっています。 

図表 99 刈谷市の子育てサービスの利用状況 

 

 

 

 

 

 

  

前 回 調 査 

の利用状況 

①生後４か月までのあかちゃん訪問 n=1,254 (75.3)

②臨時保育室（カンガルールーム） n=605 (22.7)

③子育て支援センター・子育て広場 n=1,328 (84.3)

④一時保育 n=1,020 (21.9)

⑤ほのぼのルーム n=809 (69.6)

⑥地域の子育てボランティア活動 n=445 (24.5)

⑦子育てサークル n=892 (27.4)

⑧はぐみんカード n=1,297 (69.0)

⑨虐待ホットライン n=952 (0.5)

⑩子ども相談センター n=1,013 (9.1)

⑪育児ママ訪問サポート n=732 (3.0)

⑫適応指導教室（すこやか教室） n=330 (11.0)

n=879 (60.2)

n=531 (48.9)

⑮防犯メール配信サービス n=773 (66.7)
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今回調査
の満足度

前回調査
の満足度

①生後４か月までのあかちゃん訪問 n=1,115 (66.3) (70.9)

②臨時保育室（カンガルールーム） n=218 (72.4) (70.2)

③子育て支援センター・子育て広場 n=1,185 (70.4) (67.6)

④一時保育 n=286 (63.0) (67.8)

⑤ほのぼのルーム n=538 (64.5) (64.9)

⑥地域の子育てボランティア活動 n=100 (64.0) (59.8)

⑦子育てサークル n=271 (65.7) (60.0)

⑧はぐみんカード n=1,069 (63.7) (52.9)

⑨虐待ホットライン n=12 (16.7) (25.0)

⑩子ども相談センター n=121 (51.2) (41.8)

⑪育児ママ訪問サポート n=55 (70.9) (50.0)

⑫適応指導教室（すこやか教室） n=33 (48.5) (64.0)

⑬市が発行している子育てに関する
情報誌（子育てガイドブック）

n=542 (43.3) (43.3)

⑭市が運用している子育てに関する
ホームページ

n=307 (38.5) (36.0)

⑮防犯メール配信サービス n=561 (60.7) (65.1)
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（２）刈谷市の子育てサービスの満足度・利用意向 

問 利用している・利用したことがある方はそれぞれのサービスの満足度について、利用したこと

のない方は今後の利用意向についてお答えください。 

【就学前：問 31-１】 

<単数回答> 

刈谷市の子育てサービスの満足度は、「②臨時保育室（カンガルールーム）」、「③子育て支援セン

ター・子育て広場」、「⑪育児ママ訪問サポート」では、“満足である”と回答した方が７割以上とな

っています。 

※“満足である”は「満足」と「やや満足」を合わせたもの 

“不満である”は「不満」と「やや不満」を合わせたもの 

図表 100 刈谷市の子育てサービスの満足度 
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刈谷市の子育てサービスの利用意向は、「④一時保育」、「⑧はぐみんカード」、「⑮防犯メール配信

サービス」では、「利用してみたい」が４割以上となっています。 

一方で、「⑦子育てサークル」では、「利用したくない」が約３割となっています。 

図表 101 刈谷市の子育てサービスの利用意向 

 

 

 

 

  

前 回 調 査 

の利用意向 

①生後４か月までのあかちゃん訪問 n=131 (19.8)

②臨時保育室（カンガルールーム） n=381 (40.9)

③子育て支援センター・子育て広場 n=136 (35.8)

④一時保育 n=724 (45.5)

⑤ほのぼのルーム n=265 (41.9)

⑥地域の子育てボランティア活動 n=341 (26.7)

⑦子育てサークル n=616 (19.5)

⑧はぐみんカード n=218 (59.1)

⑨虐待ホットライン n=933 (8.1)

⑩子ども相談センター n=884 (26.8)

⑪育児ママ訪問サポート n=671 (18.3)

⑫適応指導教室（すこやか教室） n=294 (14.9)

n=326 (37.3)

n=218 (44.4)

⑮防犯メール配信サービス n=208 (63.8)
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（３）刈谷市の子育てに関連する分野の満足度 

問 あなたは、刈谷市における下記①～⑦の分野についてどのように感じていますか。 

【就学前：問 32、小学生：問 21】 

<単数回答> 

刈谷市の子育てに関連する分野の満足度は、就学前では、「②妊娠・出産・育児期の健診の利便性」、

「③小児医療サービスの利便性」、「④公園など、身近な子どもの遊び場の充実」で“満足である”

と回答した方が約６割となっています。 

小学生では、「②妊娠・出産・育児期の健診の利便性」、「③小児医療サービスの利便性」、「④公園

など、身近な子どもの遊び場の充実」、「⑦総合的な子育てのしやすさ」で“満足である”と回答し

た方が４割以上となっています。 

※“満足である”は「満足」と「やや満足」を合わせたもの 

図表 102 刈谷市の子育てに関連する分野の満足度 

【就学前】（n=1,371） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生】（n=695） 

 

 

 

 

 

 

今回調査

の満足度

前回調査

の満足度

①子育て支援サービスの充実と利便性 (53.2) (54.3)

②妊娠・出産・育児期の健診の利便性 (56.4) (60.0)

③小児医療サービスの利便性 (57.7) (59.9)

(60.2) (53.8)

⑤企業・事業所などの子育て支援施策 (23.0) (18.7)

(27.1) (20.2)

⑦総合的な子育てのしやすさ (53.8) (55.0)
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1.5

3.4

1.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

④公園など、身近な子どもの遊び場の
充実

⑥犯罪などの少ない安心できる地域
環境

今回調査

の満足度

前回調査

の満足度

①子育て支援サービスの充実と利便性 (39.3) (35.9)

②妊娠・出産・育児期の健診の利便性 (45.7) (41.4)

③小児医療サービスの利便性 (49.7) (53.7)

(46.5) (43.9)

⑤企業・事業所などの子育て支援施策 (20.1) (17.1)

(18.9) (14.9)

⑦総合的な子育てのしやすさ (48.7) (45.0)
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2.0

1.9

1.6
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1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

④公園など、身近な子どもの遊び場の
充実

⑥犯罪などの少ない安心できる地域
環境
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 幼児教育・保育の無償化について 

（１）無償化による幼児教育・保育の利用変更の考え 

問 あなたは、無償化によって、幼児教育・保育の利用を変更したいと考えますか。 

【就学前：問 33】 

<単数回答> 

無償化による幼児教育・保育の利用変更の考えは、「変更はしない」が 65.7％と最も多く、次いで

「変更する予定はないが、可能であれば変更したい」（24.9％）、「変更する予定がある」（6.1％）の

順となっています。 

図表 103 無償化による幼児教育・保育の利用変更の考え 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 n=1,371 6.1 24.9 65.7 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

変更する予定がある

変更する予定はないが、可能であれば変更したい

変更はしない

無回答
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（２）無償化による幼児教育・保育への影響や効果 

問 あなたは、無償化によって、幼児教育・保育にどのような影響や効果があると思いますか。 

【就学前：問 34】 

<複数回答> 

無償化による幼児教育・保育への影響や効果は、「子育て家庭の経済的負担軽減につながる」が

69.8％と最も多く、次いで「保育所を希望する人がさらに増え、待機児童が増える」（43.7％）、「子

育てしやすい環境づくりとなり少子化対策につながる」（34.3％）の順となっています。 

図表 104 無償化による幼児教育・保育への影響や効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て家庭の経済的負担軽減につながる

保育所を希望する人がさらに増え、待機児童が増える

子育てしやすい環境づくりとなり少子化対策につながる

費用面で幼稚園に預けられなかった家庭にも選択の幅
が広がる

収入の低い世帯でも受けられ、学力向上などの効果が
期待できる

費用の高い幼稚園の無償化で、待機児童問題への解
決につながる

いずれの施設でも質の高い幼児教育が受けられるよう
になる

保育士や幼稚園教諭に対し、新たな研修制度などが充
実する

その他

無回答 （n=1,371）

69.8

43.7

34.3

32.5

27.9

20.6

8.0

7.6

8.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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 子育て全般について 

（１）子育ての楽しさの程度 

問 あなたは、自身の子育てについての楽しさの程度はどのように感じていますか。 

【就学前：問 35、小学生：問 22】 

<単数回答> 

子育ての楽しさの程度は、就学前では、「４点」が 40.8％と最も多く、次いで「５点」（37.3％）、

「３点」（17.2％）、「２点」（2.8％）、「１点」（0.7％）の順となっています。 

小学生でも、「４点」が 43.6％と最も多く、次いで「５点」（27.3％）、「３点」（24.3％）、「２点」

（3.2％）、「１点」（0.6％）の順となっています。 

※点数が上がるにしたがって楽しい 

図表 105 子育ての楽しさの程度 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育てのつらさの程度 

問 あなたは、自身の子育てについてのつらさの程度はどのように感じていますか。 

【就学前：問 36、小学生：問 23】 

<単数回答> 

子育てのつらさの程度は、就学前では、「３点」が 36.4％と最も多く、次いで「２点」（27.3％）、

「１点」（16.1％）、「４点」（14.7％）、「５点」（3.7％）の順となっています。 

小学生でも、「３点」が 35.0％と最も多く、次いで「２点」（27.1％）、「１点」（22.7％）、「４点」

（12.1％）、「５点」（1.7％）の順となっています。 

※点数が上がるにしたがってつらい 

図表 106 子育てのつらさの程度 

 

 

 

 

  

就学前 n=1,371

小学生 n=695

3.7 

1.7 

14.7

12.1

36.4

35.0

27.3

27.1

16.1

22.7

1.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５点 ４点 ３点 ２点 １点（つらくない） 無回答（つらい）

就学前 n=1,371

小学生 n=695

37.3 

27.3 

40.8

43.6

17.2

24.3

2.8

3.2

0.7

0.6

1.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５点 ４点 ３点 ２点 １点（楽しくない） 無回答（楽しい）
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（３）子育て支援にかかる地域の状況 

問 あなたは、子どもが生まれてからの子育て支援にかかる地域の状況についてどのように感じて

いますか。 

【就学前：問 37、小学生：問 24】 

<単数回答> 

子育て支援にかかる地域の状況は、就学前では、「地域の人から声をかけてもらえるようになった」

が 42.1％と最も多く、次いで「特に変わらない」（37.1％）、「地域への愛着が深まった」（8.5％）の

順となっています。 

小学生では、「特に変わらない」が 44.6％と最も多く、次いで「地域の人から声をかけてもらえる

ようになった」（27.1％）、「地域への愛着が深まった」（13.2％）の順となっています。 

図表 107 子育て支援にかかる地域の状況 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 n=1,371

小学生 n=695

42.1 

27.1 

6.9

8.9

3.5

4.9

8.5

13.2

37.1

44.6

1.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域の人から声をかけてもらえるようになった

困ったときに助け合うことができると思えるようになった

この地域に住む人は信頼できる人が多いと思えるようになった

地域への愛着が深まった

特に変わらない

無回答
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（４）刈谷市の子どもの遊び場について不満に感じること 

問 あなたは、刈谷市の地域の子どもの遊び場について日ごろから不満を感じていることはありま

すか。 

【小学生：問 25】 

<複数回答> 

刈谷市の子どもの遊び場について不満に感じることは、「遊具などの種類が充実していない」が

27.8％と最も多く、次いで「思い切り遊ぶための十分な広さがない」（15.5％）、「衛生的に問題があ

る」（12.9％）、「遊び場周辺が危険である」（12.4％）、「近くに遊び場がない」（11.4％）の順となっ

ています。 

図表 108 刈谷市の子どもの遊び場について不満に感じること 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

遊具などの種類が充実していない

思い切り遊ぶための十分な広さがない

衛生的に問題がある

遊び場周辺が危険である

近くに遊び場がない

子どもと同じ年ぐらいの遊び仲間がいない

いつも閑散としていて寂しい

遊び場周辺の環境が悪い

その他

特に不満を感じることはない

無回答 （n=695）

27.8

15.5

12.9

12.4

11.4

9.9

8.8

7.6

13.5

32.4

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（５）刈谷市の子育て施策の満足度 

問 あなたは、刈谷市の子育て施策についてどのように感じていますか。 

【就学前：問 38、小学生：問 26】 

<単数回答> 

刈谷市の子育て施策の満足度は、就学前では、「やや満足している」が 37.5％と最も多く、次いで

「どちらでもない」（29.2％）、「満足している」（13.2％）、「やや不満がある」（9.1％）、「不満があ

る」（7.9％）の順となっています。 

小学生では、「どちらでもない」が 39.3％と最も多く、次いで「やや満足している」（33.2％）、「満

足している」（9.6％）、「やや不満がある」（7.8％）、「不満がある」（5.6％）の順となっています。 

図表 109 刈谷市の子育て施策の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前 n=1,371

小学生 n=695

13.2 

9.6 

37.5

33.2

29.2

39.3

9.1

7.8

7.9

5.6

3.1

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している やや満足している どちらでもない

やや不満がある 不満がある 無回答
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就学前の刈谷市の子育て施策の満足度別子育てに関連する分野の満足度をみると、施策に対し“不

満に感じている人”（「不満がある」＋「やや不満がある」）の中でも、「②妊娠・出産・育児期の健

診の利便性」、「③小児医療サービスの利便性」、「④公園など、身近な子どもの遊び場の充実」では

満足（「満足」＋「やや満足」）が不満（「不満」＋「やや不満」）を上回っています。 

図表 110 子育て施策の満足度別子育てに関連する分野の満足度          （％） 

【就学前】 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

1,371 19.3 33.9 32.8 8.8 3.2 1.9

満足 695 33.5 46.8 16.5 1.7 0.3 1.2

どちらでもない 401 3.5 24.4 62.3 7.0 1.2 1.5

不満 233 3.4 14.6 30.5 34.3 15.5 1.7

調査数

1,371 23.3 33.1 30.3 9.6 1.9 1.9

満足 695 36.4 41.6 15.3 4.9 0.4 1.4

どちらでもない 401 7.2 25.2 53.4 12.0 1.5 0.7

不満 233 12.9 21.9 36.9 18.9 7.3 2.1

調査数

1,371 28.1 29.6 31.6 7.0 1.8 1.9

満足 695 41.7 35.1 18.6 3.2 0.3 1.2

どちらでもない 401 11.7 25.9 50.4 9.7 1.0 1.2

不満 233 15.9 21.5 39.1 14.2 7.7 1.7

調査数

1,371 28.5 31.7 21.4 12.6 4.2 1.5

満足 695 39.9 35.8 14.2 7.5 1.6 1.0

どちらでもない 401 13.7 29.9 33.4 17.5 5.0 0.5

不満 233 18.9 24.9 22.3 21.5 10.7 1.7

調査数

1,371 7.8 15.2 53.1 14.4 6.1 3.4

満足 695 12.9 22.7 51.7 7.8 2.0 2.9

どちらでもない 401 1.5 8.5 61.8 19.0 7.0 2.2

不満 233 3.0 5.2 42.9 27.9 16.7 4.3

調査数

1,371 7.8 19.3 52.1 15.5 3.4 1.8

満足 695 12.5 27.3 46.5 10.5 2.0 1.2

どちらでもない 401 1.7 10.5 63.8 20.2 2.7 1.0

不満 233 3.9 12.0 50.2 23.6 8.2 2.1

調査数

1,371 17.5 36.3 34.6 7.7 2.3 1.7

満足 695 29.4 50.9 17.1 1.3 0.1 1.2

どちらでもない 401 4.2 23.4 64.3 6.7 0.7 0.5

不満 233 3.0 17.2 37.8 28.8 11.6 1.7
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小学生の刈谷市の子育て施策の満足度別子育てに関連する分野の満足度をみると、施策に対し“不

満に感じている人”（「不満がある」＋「やや不満がある」）は、「②妊娠・出産・育児期の健診の利

便性」や「③小児医療サービスの利便性」は、満足が不満を上回っています。一方で、「①子育て支

援サービスの充実と利便性」や「⑥犯罪などの少ない安心できる地域環境」では不満度が高くなっ

ています。 

図表 111 子育て施策の満足度別子育てに関連する分野の満足度         （％） 

【小学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

695 10.8 28.5 46.9 9.1 2.6 2.2

満足 298 22.5 41.9 31.9 2.3 - 1.3

どちらでもない 273 1.8 19.0 65.6 10.6 1.1 1.8

不満 93 2.2 12.9 40.9 28.0 14.0 2.2

調査数

695 18.4 27.3 44.0 7.1 1.2 2.0

満足 298 31.5 36.6 27.9 2.7 0.3 1.0

どちらでもない 273 8.4 19.8 60.4 8.4 0.7 2.2

不満 93 9.7 19.4 47.3 18.3 4.3 1.1

調査数

695 22.2 27.5 40.9 6.9 0.7 1.9

満足 298 32.9 35.2 28.5 2.7 - 0.7

どちらでもない 273 13.2 22.7 51.6 9.2 1.1 2.2

不満 93 18.3 17.2 49.5 11.8 2.2 1.1

調査数

695 18.6 27.9 30.4 17.4 4.2 1.6

満足 298 30.9 34.2 24.2 9.1 1.0 0.7

どちらでもない 273 9.2 24.5 37.7 22.7 4.4 1.5

不満 93 9.7 17.2 33.3 26.9 11.8 1.1

調査数

695 5.9 14.2 58.7 14.1 3.6 3.5

満足 298 12.4 22.1 56.0 6.7 0.3 2.3

どちらでもない 273 1.1 7.3 65.9 19.4 3.3 2.9

不満 93 1.1 8.6 48.4 23.7 15.1 3.2

調査数

695 3.9 15.0 52.4 21.3 5.6 1.9

満足 298 7.4 24.2 51.3 14.1 2.0 1.0

どちらでもない 273 1.5 7.7 56.8 26.0 6.6 1.5

不満 93 1.1 8.6 45.2 32.3 11.8 1.1

調査数

695 10.4 38.3 42.2 7.3 0.4 1.4

満足 298 21.5 60.4 16.4 1.0 - 0.7

どちらでもない 273 1.8 25.6 62.6 8.8 - 1.1

不満 93 2.2 8.6 62.4 23.7 2.2 1.1
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（６）実際に持つ予定の子どもの数 

問 あなたは、実際に何人の子どもを持つ予定ですか。 

【就学前：問 39、小学生：問 27】 

<単数回答> 

実際に持つ予定の子どもの数は、就学前では、「２人」が 59.4％と最も多く、次いで「３人」（19.7％）、

「１人」（15.6％）の順となっています。 

小学生でも、「２人」が 54.8％と最も多く、次いで「３人」（23.5％）、「１人」（15.5％）の順とな

っています。 

図表 112 実際に持つ予定の子どもの数 

 

 

 

 

 

 

 

（７）理想として持ちたい子どもの数 

問 あなたは、理想として何人の子どもを持ちたいと考えますか。 

【就学前：問 40、小学生：問 28】 

<単数回答> 

理想として持ちたい子どもの数は、就学前では、「２人」が 44.9％と最も多く、次いで「３人」（42.8％）

の順となっています。 

小学生でも、「２人」が 46.6％と最も多く、次いで「３人」（38.7％）の順となっています。 

図表 113 理想として持ちたい子どもの数 

 

 

 

 

 

  

就学前 n=1,371

小学生 n=695

15.6 

15.5 

59.4

54.8

19.7

23.5

2.4

2.9

0.1

0.9

2.7

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

就学前 n=1,371

小学生 n=695

3.9 

4.7 

44.9

46.6

42.8

38.7

4.4

5.0

1.5

1.6

2.5

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答



Ⅲ．調査結果 

14．子育て全般について  

  96  

 

実際に持つ予定の子どもの数と理想として持ちたい子どもの数との比較については、就学前では、

実際の子どもを持つ予定が「１人」の場合は理想より少ない人が 75.7％となっており、予定と理想

の間に乖離がみられます。小学生においても同様の傾向がみられます。 

図表 114 実際の子どもを持つ予定別理想として持ちたい子どもの数          （％） 

【就学前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

1,371 3.9 44.9 42.8 4.4 1.5 2.5

１人 214 23.8 62.1 13.1 - 0.5 0.5

２人 815 0.2 57.7 40.1 1.2 0.6 0.1

３人 270 0.4 2.6 85.2 9.6 2.2 -

４人 33 - 6.1 - 75.8 18.2 -

５人以上 2 - - - - 100.0 -

695 4.7 46.6 38.7 5.0 1.6 3.3

１人 108 29.6 54.6 12.0 - - 3.7

２人 381 - 65.6 30.2 2.4 0.8 1.0

３人 163 0.6 5.5 84.7 7.4 0.6 1.2

４人 20 - 10.0 5.0 70.0 10.0 5.0

５人以上 6 - 16.7 - - 83.3 -
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（８）市外在住の友人・知人に対する刈谷市のおすすめの程度 

問 あなたが、刈谷市外に住む友人や知人等へ刈谷市をおすすめするとしたら、おすすめの程度は

どのように感じていますか。 

【就学前：問 41、小学生：問 29】 

<単数回答> 

市外在住の友人・知人に対する刈谷市のおすすめの程度は、就学前では、「８点」が 24.6％と最も

多く、次いで「７点」（20.1％）、「５点」（16.6％）の順となっています。 

小学生では、「８点」が 23.0％と最も多く、次いで「５点」（19.3％）、「７点」（19.0％）の順とな

っています。 

刈谷市の子育て施策の満足度別市外在住の友人・知人に対する刈谷市のおすすめの程度をみると、

就学前、小学生ともに満足度が高いほどおすすめの程度も高くなっています。 

図表 115 市外在住の友人・知人に対する刈谷市のおすすめの程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 116 子育て施策の満足度別市外在住の友人・知人に対する刈谷市のおすすめの程度  （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10点 ９点 ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 ０点 無回答

1,371 6.0 6.6 24.6 20.1 13.6 16.6 4.2 3.2 1.8 0.2 0.8 2.5

満足 695 9.5 10.9 38.3 23.3 9.1 6.8 0.7 0.6 0.4 - - 0.4

どちらでもない 401 2.2 2.5 12.0 19.2 23.7 28.9 5.5 3.5 1.0 - 0.5 1.0
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どちらでもない 273 2.6 2.9 15.8 19.4 16.8 30.4 3.3 4.8 1.8 1.1 - 1.1

不満 93 2.2 1.1 9.7 9.7 14.0 24.7 9.7 15.1 8.6 3.2 1.1 1.1
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 自由意見（主なもの） 

（１）就学前児童保護者 

問 12 子育てや教育をする上で、周囲からどのようなサポートがあるとよいと考えますか。 

自由回答（問 12） 内容 件数 

教育・保育事業全般 気軽に預けられる場所の充実（病院・買い物時等） 30 件 

緊急時の預かり等の支援（夜間含む） 22 件 

安心して子どもを預けられる施設の整備 5 件 

身近な場所での保育・教育施設の整備 3 件 

教育・保育施設の充実・拡充 2 件 

保育 一時預かりの充実・拡充 41 件 

保育園の充実・拡充 19 件 

病児・病後児保育の充実 14 件 

ベビーシッターの紹介 5 件 

待機児童の解消 4 件 

病児・病後児保育の利用しにくさの解消 2 件 

土日・夜間保育の実施 2 件 

延長保育時間の拡充 1 件 

こども園の実施 1 件 

宅配サービスの実施 1 件 

幼稚園 幼稚園の預かり保育の拡充 8 件 

公立幼稚園等におけるバスの送迎 2 件 

幼稚園における保護者会の実施 １件 

先生とのコミュニケーションの増加 １件 

教育セミナーの実施 １件 

子育て支援センター、児童館、ファミ

リー・サポート・センター等 

ファミリー・サポート・センターの充実 8 件 

子育て支援センターの充実・拡充 7 件 

児童館の充実･拡充 3 件 

緊急時のサポート支援 2 件 

カンガルールームの充実 1 件 

入園一年前位の時期の過ごし方の指導 1 件 

乳幼児健診 問診票などの共有 1 件 

小児健診を集団で実施、相談やアドバイス 1 件 

乳幼児健診の際の託児 1 件 

保護者支援全般 保護者同士の交流、仲間づくり支援 14 件 

保護者への精神的サポート・話し相手等 9 件 

幼稚園・保育園・習い事などへの送迎支援 8 件 

預かり等による保護者のリフレッシュの機会の確保 4 件 

家事・育児支援 1 件 

障害児に対する行政の支援 1 件 
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自由回答（問 12） 内容 件数 

相談支援 気軽に相談できる場、環境の整備 38 件 

専門家や経験者からのアドバイス 17 件 

子育て・教育に関する相談支援 13 件 

電話相談、ネット・ライン・メール相談等の充実 11 件 

訪問による相談支援 9 件 

相談方法の周知 2 件 

24 時間対応の相談窓口 1 件 

行政による定期的な面談 1 件 

情報提供 子育て・教育の情報提供 17 件 

子育て・教育の情報誌・マップ等 4 件 

予防接種に関する情報 2 件 

アレルギーに関する情報提供 2 件 

情報提供してくれる場の設置 1 件 

メールやアプリによる情報提供 1 件 

地域・周囲の支援等 周囲の育児サポート 7 件 

外出しやすい環境 6 件 

地域の子育てへの理解の促進 6 件 

地域における交流の増加 4 件 

地域の見守りの強化 2 件 

教育・遊び場、イベント等 親子で参加できるイベント、教室等の充実 17 件 

子どもが集まる機会・場の確保 7 件 

習い事の斡旋 6 件 

農業や食育など体験教育の充実 3 件 

雨天時に利用できる遊び場の確保 2 件 

公園の整備 2 件 

幼児が参加できるイベント 1 件 

月齢に合わせた子育て、遊び等の指導 1 件 

仕事と子育ての両立 父親の子育て参加に向けた支援 5 件 

仕事と子育てが両立できる環境 1 件 

父親が休める環境整備の拡充（有給消化の義務化） 1 件 

手当て等 経済的支援・手当の拡充 12 件 

保育料の軽減 2 件 

その他 市役所の対応に対する不満 2 件 

行政手続きの代行 1 件 

夜間窓口の実施 1 件 

不妊治療のサポート 1 件 

平日の行事の廃止 1 件 

日・祝日に医療機関の開設 1 件 

施設職員の対応に対する不満 1 件 
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問 42 教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関して 

自由回答（問 42） 内容 件数 

保育園 預ける条件の見直し・拡大 60 件 

施設数・定員数の拡大 41 件 

待機児童の解消 19 件 

保育士の待遇の改善 8 件 

保育内容への不満、質の向上に向けた要望 8 件 

園・職員の対応に対する不満 7 件 

休日保育の実施 6 件 

利用時間の延長・拡大 6 件 

乳児型保育園の充実 6 件 

園庭開放の延長 4 件 

医師や看護師の常駐、病院と連携した保育所 3 件 

保育料の軽減 2 件 

行事の開催日等の配慮 2 件 

設備の改善 2 件 

兄弟で同じ園に入れてほしい 2 件 

入園手続き・入園決定時期の見直し 1 件 

早めの入所合否の連絡 1 件 

病児・病後児保育 利用のしやすさ 4 件 

利用時間の延長・拡大 4 件 

施設の増加 2 件 

一時保育 利用のしやすさ 21 件 

一時保育の充実 13 件 

認可外保育施設 保育環境の改善・充実 1 件 

認定こども園 認定こども園の設置希望 7 件 

幼稚園 預かり保育の利用時間の拡大 32 件 

送迎（車・バス） 9 件 

施設数・定員数の拡大 8 件 

駐車場の設置 8 件 

教育の充実 7 件 

職員の教育 3 件 

アレルギー児への対応 3 件 

申し込み方法・期限の改善 3 件 

預かり保育の預ける条件の緩和 2 件 

保育料の軽減 2 件 

給食の充実 1 件 

ＰＴＡ活動の負担軽減 1 件 

不審者等に対する安全対策 1 件 

兄弟で同じ園に入れてほしい 1 件 

 

 

 



Ⅲ．調査結果 

15．自由意見（主なもの） 

101 

 

自由回答（問 42） 内容 件数 

子育て支援センター 職員の対応に対する不満 7 件 

設備・環境の改善 5 件 

飲食スペースの確保 5 件 

利用対象の拡大 3 件 

駐車場の設置 3 件 

土日の開放 3 件 

イベントの充実 3 件 

保護者への支援 1 件 

放課後児童クラブ サービスの質の向上 4 件 

給食・夕食・おやつの提供 4 件 

施設数の拡大 3 件 

利用時間の拡大 2 件 

高学年の利用拡大 1 件 

祝日の開放 1 件 

児童館 施設の設置・充実 3 件 

設備の充実 2 件 

衛生面の充実 1 件 

小学校 制服の廃止 2 件 

小学校区の変更 1 件 

親の負担の軽減 1 件 

設備の充実 1 件 

給食費の無料化 1 件 

ファミリー・サポート・センター 利用方法の改善 1 件 

子育て環境 施設・サービスの充実 11 件 

イベントの開催 7 件 

地域の人との交流 6 件 

親への負担軽減 5 件 

親同士が交流できる場の設置 5 件 

子育てしやすい環境づくり 3 件 

子育てボランティアへのサポート 1 件 

親の教育する機会の実施 1 件 

幼稚園のＰＴＡの負担 1 件 

子育て関連施設 雨天時等に利用できる室内施設の整備 14 件 

図書館の充実 7 件 

子どもたちだけで遊べる場所の充実 2 件 

  



Ⅲ．調査結果 

15．自由意見（主なもの）  

102 

 

自由回答（問 42） 内容 件数 

公園 設備の充実 19 件 

新しい公園の整備 6 件 

公園の整備（汚いから） 4 件 

自然とのふれあいが少ない 3 件 

トイレの整備 2 件 

安全面の確保 1 件 

安全・安心 防犯対策 11 件 

交通安全対策 10 件 

地域における見守り 3 件 

不審者対策 1 件 

障害児 施設・サービスの充実 3 件 

障害児に対する支援の充実 2 件 

安心して預けられる環境の整備 1 件 

発達に関する情報共有の手段 1 件 

学校の先生の知識不足 1 件 

ひとり親 ひとり親家庭の理解と支援 4 件 

仕事と子育ての両立 職場の理解 4 件 

育児をしながら働ける環境の整備 4 件 

地域における理解 1 件 

小児保健･小児医療 インフルエンザ等の予防接種の補助 9 件 

小児科の設置 3 件 

土曜・日曜日の診察の実施 2 件 

予防接種実施日の見直し 1 件 

子どもの医療費の 18歳まで無料化 1 件 

母子健康手帳の交付時間の曜日・時間の見直し 1 件 

乳幼児健診 実施日・時間の配慮・工夫 6 件 

待ち時間が出ないような工夫・改善 2 件 

実施場所の増加 2 件 

受付の工夫 1 件 

内容の充実・不満 1 件 

出産 不妊治療に対する周知・補助 5 件 

産後うつへの対応 5 件 

産後のサポート 3 件 

産婦人科の充実 2 件 

出産祝い金制度の導入 1 件 

妊娠中の妊婦検診の無料化 1 件 

保護者向け講座・教室 カンガルールームの充実 6 件 

相談支援 気軽に相談できる場 5 件 

シングルマザーの相談所 1 件 

情報提供 子育て情報の充実 14 件 
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自由回答（問 42） 内容 件数 

無償化 保育料の無償化 5 件 

無償化は不公平 2 件 

無償化はあまり意味がない・反対 2 件 

給食費の無償化 2 件 

成人するまで無償化 1 件 

障害のある子も無償化 1 件 

無償化の情報提供 1 件 

保育時間の統一化 1 件 

行政 子育て関連施策の充実 5 件 

窓口・職員の対応に対する不満 4 件 

税金の使い道への要望 3 件 

書類等の手続きの簡素化 2 件 

課の連携の強化 1 件 

行政の柔軟性の強化 1 件 

公共交通機関 利用しやすさへの要望 3 件 

アンケート 内容への要望 11 件 

返信用封筒のサイズ 1 件 

対象年齢について 1 件 

個人情報について 1 件 

経済的支援 子どもが多い家庭に対する経済的支援 3 件 

成人まで教育料の無料化 1 件 

子育て給付金の増額 1 件 

子育て家庭に対する経済的支援 1 件 

働けなくなったときのサポート 1 件 

その他 家から施設（市の施設、ごみ置き場）が遠い 2 件 

不登校の施設の充実 1 件 

ひかりっこの充実 1 件 

外国人の子育て支援 1 件 

教室での遠隔カメラの設置 1 件 

健康診断における託児サービスの設置 1 件 
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（２）小学生児童保護者 

問 10 子育てや教育をする上で、周囲からどのようなサポートがあるとよいと考えますか。 

自由回答（問 10） 内容 件数 

放課後児童クラブ等 緊急時の預かり等の支援 27 件 

長期休業中の預かり支援 5 件 

放課後児童クラブの対象年齢の拡充 4 件 

夜間の預かり支援 4 件 

祝日の預かり支援 3 件 

気軽に利用できる預かり支援 3 件 

放課後児童クラブの時間延長、曜日の拡充 2 件 

放課後児童クラブの内容の充実 2 件 

放課後子ども教室の充実 2 件 

長期休業期間中の預かり時の昼食の支給 2 件 

放課後児童クラブの職員の対応に対する不満 1 件 

放課後児童クラブでの職員の加配 1 件 

制限があるため兄弟での利用ができない 1 件 

病児・病後児保育 病児・病後児保育の充実 10 件 

ファミリー・サポート・センター ファミリー・サポート・センターの充実 3 件 

ファミリー・サポート・センターの使いづらさ 3 件 

地域間の連携の強化 1 件 

学校 学校生活における教育等の支援 2 件 

学校や専門の人にメールによる相談 2 件 

学校でのカウンセリング 2 件 

学校での様子の伝達 1 件 

登下校の安全 1 件 

障害に対する理解を深める教育 1 件 

職員の資質の向上 1 件 

経済的支援 1 件 

相談支援 気軽に相談できる場、環境 16 件 

保健センターや健診時での相談 2 件 

子育て・教育に関する相談支援 2 件 

体験談やアドバイス 2 件 

発達障害に対する相談 2 件 

子どもに対するアドバイス 1 件 

土日の相談窓口の設置 1 件 

誰にも口外しない相談先 1 件 

相談先がわからない 1 件 

行政の窓口の対応に対する不満 1 件 

情報提供 声掛けや情報提供 3 件 

予防接種の情報提供 1 件 

習い事の口コミ情報 1 件 

福祉の情報提供 1 件 

子育てブック刈谷版の作成 1 件 

一斉メールによる案内 1 件 
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自由回答（問 10） 内容 件数 

地域・周囲の支援等 地域における交流の増加 6 件 

登下校時等の見守りの充実 3 件 

周囲の子育てへの理解促進、支援 2 件 

災害時の見守り支援 2 件 

公園などにカメラの設置（不審者対策） 1 件 

障害に対する周囲の理解 1 件 

交通当番に対する支援 1 件 

教育・遊びの場、イベント等 子どもたちが交流するイベント 1 件 

子育て中の親の講座 1 件 

安全な公園 1 件 

送迎等 塾や習い事への送迎 7 件 

小学校への送迎 1 件 

施設 児童館の設置 6 件 

子育て施設の充実 4 件 

学校での預かり 1 件 

児童館の職員の対応に対する不満 1 件 

その他 経済的な支援 3 件 

母親の負担を減らし安心できるサポート 1 件 

公民館でそろばんなど教育の場の提供 1 件 

職員の対応に対する不満 1 件 

時間外に預けられる託児所 1 件 
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問 30 教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関して 

自由回答（問 30） 内容 件数 

保育園 施設数・定員数の拡大 6 件 

審査時の対応改善 2 件 

時間外保育の充実 1 件 

待機児童の解消 1 件 

保育内容への不満 1 件 

保育所の安全面の整備 1 件 

オムツの持ち帰り 1 件 

一時預かり 小学校低学年の祝日の預かり 1 件 

長期休業中の預かり 1 件 

児童館 施設数・規模の拡大 2 件 

放課後児童クラブ 職員の対応・質に対する不満 4 件 

預ける条件の緩和 3 件 

日曜日・祝日の実施 2 件 

内容の充実 2 件 

高学年の利用拡大 1 件 

長期休業期間中の利用拡大 1 件 

金額が高い 1 件 

放課後子ども教室 放課後子ども教室の拡大 1 件 

迎えが必要なので不便 1 件 

小学校 部活動の充実 3 件 

かりがね地区の児童・生徒数の増加 2 件 

学校行事の充実 2 件 

支援学校の充実 2 件 

学校教育内容の充実 2 件 

設備・施設の充実 1 件 

持ち物の軽減 1 件 

通学団集団登校に対する不満（平成小） 1 件 

小学校生活のサポートの充実 1 件 

公園 安全面の確保 4 件 

トイレの整備 3 件 

設備の充実 2 件 

子育て環境 安心できるサポート 5 件 

ファミリーサポートへの支援 2 件 

施設の充実 2 件 

経済的支援 2 件 

ネットワークづくり 1 件 

相談窓口の充実 1 件 

地域活動の負担軽減 1 件 
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自由回答（問 30） 内容 件数 

安全・安心 交通安全対策 5 件 

不審者対策 3 件 

安心して遊べる場所・環境の整備 1 件 

個人情報の保護 1 件 

子どもの居場所 雨天時等に利用できる場所の確保 3 件 

自然と触れ合える場所の確保 3 件 

子どもが安心して遊べる場所の提供 1 件 

障害児 まわりの人の障害に対する理解 2 件 

イベントへの参加方法の改善 2 件 

障害のある子どもを預けられる所の拡充 1 件 

スタッフの加配 1 件 

仕事と子育ての両立 母親が働きやすい環境の整備 2 件 

小児保健･小児医療 インフルエンザ等の予防接種の補助 3 件 

子どもの医療費を高校卒業まで無償化 2 件 

アンケート 質問内容に対する不満 3 件 

その他 市役所職員の対応に対する不満 2 件 

不妊治療に対する支援 1 件 

子ども手当ての対象年齢の制限の拡充（撤廃） １件 
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IV. 調査票 

刈谷市の子ども・子育てに関するアンケート調査 

【就学前児童保護者の方への調査ご協力のお願い】 

皆様には日頃より市政にご理解とご協力をたまわり誠にありがとうございます。 

さて、国の「子ども・子育て支援新制度」は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変

化に対応して、子どもや保護者に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長することがで

きる社会を実現することを目的としています。 

本市では、より一層の子育て支援施策の充実に向け、「第２次刈谷市子ども・子育て支援事業計画」

を策定します。 

このため、市民の皆様の子育て状況や、子ども・子育てに関するご要望・ご意見などを把握するべく、 

「刈谷市の子ども・子育てに関するアンケート調査」を実施することとなりました。 

この調査は、刈谷市にお住まいの、就学前のお子さんをお持ちの保護者の方にご協力をお願いするも

のです。ご回答いただいた調査内容は、市や国・県の子ども・子育て施策の検討にのみ利用させていた

だくものであり、回答者個人が特定されたり、他の目的に利用されたりすることは一切ございません。 

つきましては、ご多用のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう

お願い申し上げます。 

平成30年11月 

刈谷市長 竹中 良則 

記入にあたって 

このアンケート調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

刈谷市 次世代育成部 子育て推進課 

電話：0566-62-1061（ダイヤルイン）    FAX：0566-24-3481 

e-mail：ksuishin@city.kariya.lg.jp 

【調査票をお送りした方の選び方】 

●刈谷市内の０～５歳児の方の中から無作為に選びました。 

●特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについて、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

【プライバシーへの配慮】 

●名前や住所を書く必要はありません。回答は統計的に処理し、個人を特定することはありません。また、上記の調

査目的以外には使用しません。 

【回答にあたってのお願い】 

●設問文を読み、あてはまる選択肢の番号を〇で囲んでください。「〇は1つ」、「あてはまる番号すべてに〇」などの

指示にしたがって回答してください。 

●設問によっては、□内に人数や時間を直接記入するものがありますのでご注意ください。 

●選択肢の内、その他を選んだ場合は（ ）内にできるだけ具体的にその内容をご記入ください。 

●答えたくない質問やあてはまらない質問には、答えなくても結構です。 

●ご記入が済みましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて11月30日(金)までにポストに投函してくだ

さるようお願いいたします。 
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【用語の定義】この調査票における用語の定義は、以下のとおりです。 

幼稚園 学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設（学校教育法第22条） 

保育所 
児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施設（児童福祉法

第39条）市内の保育園などはこれに該当します。 

認定こども園 
幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設（就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な

提供の推進に関する法律第２条第６項） 

子育て 子どもの健やかな成長のために行われる支援 

教育 
問15までにおいては家庭での教育を含めた広い意味、問16以降においては幼児期の学校に

おける教育の意味で用いています。 

 

１．お住まいの地域についてうかがいます 

問１ お住まいの小学校区として、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

わからない場合は、「16」を選択し、（ ）内にお住まいの町名をご記入ください。 

 

 

 

 

 

問２ 保護者の方の刈谷市在住期間（平成 30年 10月 1日現在）はどのくらいですか。 

①母親、②父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

①母親 ②父親 刈谷市在住期間（当てはまる番号１つに○） 

１ １ ２年未満（現在住んでいない場合を含む） 

２ ２ ２年以上５年未満 

３ ３ ５年以上10年未満 

４ ４ 10年以上 

 

２．封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます 

問３ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

 

問４ お子さんは何人いますか。あて名のお子さんを含めた人数をご記入ください。また、２人以上の

お子さんがいる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

子どもの数  人  末子の生年月 平成    年    月 生まれ 

 

１．亀城  ２．小高原   ３．日高   ４．衣浦 

５．住吉   ６．かりがね  ７．平成   ８．富士松南 

９．富士松北  10．富士松東  11．小垣江  12．小垣江東 

13．双葉  14．東刈谷  15．朝日  

16．わからない（町名のみご記入ください：       ） 

平成    年    月 生まれ 
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問５ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係で、当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

 

 

問６ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

 

 

問７ あて名のお子さんの子育てや教育を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で、

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

３．子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます 

問８ あて名のお子さんの子育てや教育に日常的に関わっている方はどなた（施設）ですか。お子さん

からみた関係で、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 

問９ あて名のお子さんの子育てや教育に、影響すると思われる環境について、当てはまる番号すべて

に○をつけてください。 

 
 

問 10 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに○をつ

けてください。 

 

 

１．母親 ２．父親 ３．その他（          ） 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

１．父母ともに ２．主に母親 

３．主に父親 ４．主に祖父母 

５．その他（               ） 

１．母親  ２．父親  ３．祖父母 

４．幼稚園  ５．保育所  ６．認定こども園 

７．その他（               ） 

１．家庭  ２．地域  ３．幼稚園 

４．保育所  ５．認定こども園 ６．その他（             ） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

⇒問 10－１へ 

⇒問 10－２へ 

⇒問 11へ 
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問 10－１ 問 10で「１」または「２」に○をつけた方にうかがいます。 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

 
 

問 10－２ 問 10で「３」または「４」に○をつけた方にうかがいます。 

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

 
 

問 11 あて名のお子さんの子育てや教育をする上で、気軽に相談できる人はいますか。あるいは相談で

きる場所はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 
 

問 11－１ 問 11で「１．はい」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんの子育てや教育に関して、気軽に相談できる人や場所について、当てはまる番号すべて

に○をつけてください。 

 
 

問 12 子育てや教育をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポートがあれば

よいとお考えでしょうか。自由にご記入ください。 

 

 

 

 

１．祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                   ） 

１．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                   ） 

１．はい ２．いいえ 

１．祖父母等の親族 ２．友人・知人 ３．近所の人 

４．子育て支援施設・NPO ５．保健所・保健センター ６．保育士 

７．幼稚園教諭 ８．民生委員・児童委員 ９．かかりつけの医師 

10．行政の子育て関連担当窓口 11．その他（                    ） 

⇒問 11－１へ ⇒問 12へ 
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４．あて名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます 

あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

 

問 13（１） 母親についてうかがいます。【父子家庭の場合は記入不要です】 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

問 13（１）－１ 問 13（１）で「１～４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就

労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

 

問 13（１）－２ 問 13（１）で「１～４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時刻が一定でない場合は、もっとも多いパターンに

ついてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えく

ださい。時刻は、必ず「（例）08時 00分、18時 30分」のように、24時間制でご記入ください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

 

  

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労している 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労している 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

１週当たり  日  １日当たり    時間    分 

 

家を出る時刻    時    分 帰宅時刻    時    分 

 

⇒問 13 

（１）－１へ 

 

⇒問 13（２）へ 
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問 13（２） 父親についてうかがいます。【母子家庭の場合は記入不要です】 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

問 13（２）－１ 問 13（２）で「１～４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就

労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。育休・

介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

 

問 13（２）－２ 問 13（２）で「１～４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時刻が一定でない場合は、もっとも多いパターンに

ついてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

時刻は、必ず「（例）08時 00分、18時 30分」のように、24時間制でご記入ください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

問 14 問 13（１）または問 13（２）で「３」「４」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつ

けた方にうかがいます。 

フルタイムへの転換希望はありますか。①母親、②父親それぞれについて、当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

①母親 ②父親 フルタイムへの転換希望（当てはまる番号１つに○） 

１ １ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、

実現できる見込みがある 

２ ２ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、

実現できる見込みはない 

３ ３ パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４ ４ 
パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に 

専念したい 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労している 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労している 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

１週当たり  日  １日当たり    時間    分 

 

家を出る時刻    時    分 帰宅時刻    時    分 

 

⇒問 13 

（２）－１へ 

 

⇒問 15へ 
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問 15 問 13（１）または問 13（２）で「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」また

は「６．これまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか。（１）母親、（２）父親それぞれについて、当てはまる番号・

記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内には数字をご記入ください。（数字は一枠に一字で

す。） 

（１）母親 

 

（２）父親 

 

 

５．あて名のお子さんの平日（月曜日から金曜日）の定期的な幼稚園や保育所などの利用

状況についてうかがいます 

 

問 16 あて名のお子さんは現在、定期的に幼稚園や保育所など子どもを預かる施設やサービスを利用し

ていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 
 

  

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが    歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態 

 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが    歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態 

 

１．利用している ２．利用していない 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週当たり  日  １日当たり    時間 

 

⇒問 16－１へ ⇒問 16－５へ 

 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週当たり  日  １日当たり    時間 
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問 16－１ 問 16－１～問 16－４は、問 16で、「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

あて名のお子さんは、平日どのような施設やサービスを利用していますか。年間を通じて平日（月

曜日から金曜日）に定期的に利用しているサービスについて、当てはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16－２ 平日に定期的に利用している幼稚園や保育所などについて、どのくらい利用していますか。

また、希望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たり何日、利用時間帯は何時何分から

何時何分までかを、□内に具体的な数字でご記入ください。時間は、必ず「（例）09時 00分～18

時 30分」のように 24 時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

   １週当たり  利用時間帯 
                        

 ①現在   日      時    分～     時    分 

                        
                        

 ②希望   日      時    分～     時    分 

                        

問 16－３ 現在、利用している幼稚園や保育所などはどこにありますか。当てはまる番号１つに○をつ

けてください。なお、「２．刈谷市外」を選択した方は、（ ）内に具体的な市町村名をご記入く

ださい。 

 

問 16－４ 平日に定期的に幼稚園や保育所などを利用している理由についてうかがいます。主な理由と

して当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．刈谷市内 ２．刈谷市外（市町村名：        ） 

１．子どもの教育や発達のため 

２．子育てをしている方が現在就労している 

３．子育てをしている方が就労予定である／求職中である 

４．子育てをしている方が家族・親族などを介護している 

５．子育てをしている方が病気や障害がある 

６．子育てをしている方が学生である 

７．その他（                                   ） 

１．幼稚園（通常の就園時間だけ利用している） 

２．幼稚園＋幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間に利用し、さらに時間を延長して、定期的に預かってもらっている） 

３．認可保育所（市役所に申し込んで入る公立保育園や私立保育園） 

４．認定こども園（施設の中に幼稚園と保育園がある施設） 

５．家庭的保育（保育士などがその自宅などで子どもを預かるサービス） 

６．事業所内保育施設（会社や病院が主に従業員のために子どもを預かる施設） 

７．その他の認可外の保育施設 

８．居宅訪問型保育（保育士などが自宅を訪問して子どもをみてくれるサービス） 

９．ファミリー・サポート・センター 

（市役所の委託を受けたセンターに登録している地域住民が子どもを預かるサービス） 

10．その他（                                   ） 
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問 16－５ 問 16で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。理由として、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

なお、「８」を選択した方は、何歳くらいになったら利用したいかをご記入ください。 

 

問 17 すべての方にうかがいます。 

現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日利用できる施設や

サービスとして、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担（保育料等）が発生します。 

 

問 17－１ 幼稚園や保育所などを利用したい場所についてうかがいます。当てはまる番号１つに○をつ

けてください。「２．刈谷市外」を選択した方は、（ ）内に具体的な市町村名をご記入ください。 

 

問 17－２ 問 17 で「１．幼稚園」または「２．幼稚園＋幼稚園の預かり保育」に〇をつけ、かつ「３

～１２」のいずれかに〇をつけた方にうかがいます。 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１．子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で利用する必要がない 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、幼稚園や保育所などに空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、サービスの質や場所など、納得できる幼稚園や保育所などがない 

８．子どもがまだ小さいため（  歳くらいになったら利用しようと考えている） 

９．その他（                                   ） 

１．幼稚園（通常の就園時間だけ利用する） 

２．幼稚園＋幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間に利用し、さらに時間を延長して、定期的に預かってもらう） 

３．認可保育所（市役所に申し込んで入る公立保育園や私立保育園） 

４．認定こども園（施設の中に幼稚園と保育園がある施設） 

５．小規模な保育施設 

（主に３歳未満の子どもをおおむね６～19人預かる施設で、市役所が認可したもの） 

６．家庭的保育（保育士などがその自宅などで子どもを預かるサービス） 

７．事業所内保育施設（会社や病院が主に従業員のために子どもを預かる施設） 

８．市役所が認証・認定した保育施設（認可外だが、市役所が定める基準を満たした施設） 

９．その他の認可外の保育施設 

10．居宅訪問型保育（保育士などが自宅を訪問して子どもをみてくれるサービス） 

11．ファミリー・サポート・センター 

（市役所の委託を受けたセンターに登録している地域住民が子どもを預かるサービス） 

12．その他（                                   ） 

１．刈谷市内 ２．刈谷市外（市町村名：        ） 

１．はい ２．いいえ 
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６．あて名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてうかがいます 

問 18 あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をした

り、情報提供を受けたりする場で、「子育て支援センター」「子育て広場」等と呼ばれています。）

を利用していますか。次の中から、利用しているものについて、当てはまる番号すべてに○をつ

けてください。また、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。 

（数字は一枠に一字です。） 

 

 

問 19 問 18 のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後利用し

たい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。また、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字で

す。） 

 

 

  

１．地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をする場） 

→１週当たり  回 もしくは １か月当たり   回程度 

２．その他、市で実施している類似の事業（具体名：               ） 

→１週当たり  回 もしくは １か月当たり   回程度 

３．利用していない 

１．利用していないが、今後利用したい 

→１週当たり  回 もしくは １か月当たり   回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

→１週当たり さらに  回 もしくは １か月当たり さらに   回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 
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７．あて名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希

望についてうかがいます 

 

問 20 あて名のお子さんについて、土曜日、日曜日、祝日それぞれに、定期的な幼稚園や保育所などの

利用希望はありますか。（一時的な利用は除きます。）（１）～（３）それぞれについて、当ては

まる番号１つに○をつけてください。また希望がある場合は、利用したい時間帯を、□内に必ず

「（例）09 時 00分から 18時 30分」のように 24時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字で

す。） 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担（保育料等）が発生します。 

（１）土曜日 

 
（２）日曜日 

 
（３）祝日 

 
 

問 20－１ 問 20（１）～（３）いずれかで、「３．月に１～２回は利用したい」に○をつけた方にうか

がいます。 

毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 

  

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい ⇒利用したい時間帯          

３．月に１～２回は利用したい    時    分から    時    分まで 

 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい ⇒利用したい時間帯          

３．月に１～２回は利用したい    時    分から    時    分まで 

 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい ⇒利用したい時間帯          

３．月に１～２回は利用したい    時    分から    時    分まで 

 

１．月に数回仕事が入るため ２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため ４．息抜きのため 

５．その他（                                      ） 
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問 21 「幼稚園」を利用している方にうかがいます。 

あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の幼稚園や保育所などの利用

を希望しますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。また希望がある場合は、利用した

い時間帯を、□内に必ず「（例）09 時 00分から 18 時 30 分」のように 24 時間制でご記入くださ

い。（数字は一枠に一字です。） 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担（保育料等）が発生します。 

 

問 21－１ 問 21で、「３．休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

８．あて名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます 

（平日の教育・保育を利用する方のみ） 

問 22 平日の定期的な幼稚園や保育所などを利用していると答えた保護者の方（問 16 で「１．利用し

ている」に○をつけた方）にうかがいます。利用していない方は、問 23にお進みください。 

この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで幼稚園や保育所などが利用できなかったことは

ありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

問 22－１ 問 22で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。 

あて名のお子さんが病気やけがで普段利用している幼稚園や保育所などが利用できなかった場

合に、この１年間に行った対処方法として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も

□内に数字でご記入ください。半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。 

（数字は一枠に一字です。） 

 １年間の対処方法 日数 

 ア．父親が休んだ    日 

 イ．母親が休んだ    日 

 ウ．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった    日 

 エ．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた    日 

 オ．病児・病後児の保育を利用した    日 

 カ．ベビーシッターを利用した    日 

 キ．ファミリー・サポート・センターを利用した    日 

 ク．仕方なく子どもだけで留守番をさせた    日 

 ケ．その他（                    ）    日 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい ⇒利用したい時間帯          

３．休みの期間中、週に数日利用したい    時    分から    時    分まで 

 

１．週に数回仕事が入るため ２．買い物等の用事をまとめて済ませるため 

３．親等親族の介護や手伝いが必要なため ４．息抜きのため 

５．その他（                                   ） 

１．あった ２．なかった ⇒問 22－１へ ⇒問 23へ 

 

問 22－２へ 

 

問 22－５へ 
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問 22－２ 問 22－１で「ア」「イ」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思いましたか。当てはま

る番号１つに○をつけ、「ア」「イ」の日数のうち利用したかった日数についても□内に数字でご

記入ください。（数字は一枠に一字です。）なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定

の利用料（保育料等）がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

 
 

問 22－３ 問 22－２で「１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方にうか

がいます。 

上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれのサービスが望ましいと思いますか。当てはま

る番号すべてに○をつけてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

問 22－４ 問 22－２で「２．利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいます。 

そう思う理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22－５ 問 22－１で「ウ～ケ」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで子どもをみたい」と思いましたか。当てはま

る番号１つに○をつけ、「ウ～ケ」の日数のうち仕事を休んで子どもをみたかった日数について

も□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

 
 

問 22－６ 問 22－５で「２．休んで子どもをみることは非常に難しい」に○をつけた方にうかがいます。 

そう思う理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒      日 

２．利用したいとは思わない 

１．できれば仕事を休んで子どもをみたい ⇒      日 

２．休んで子どもをみることは非常に難しい 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない ２．自営業なので休めない 

３．休暇日数が足りないので休めない ４．その他（               ） 

１．幼稚園や保育所などに併設した施設で子どもをみてくれるサービス 

２．小児科に併設した施設で子どもをみてくれるサービス 

３．地域住民などがその自宅などで子どもをみてくれるサービス（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４．子育て支援センターなどに併設した施設で子どもをみてくれるサービス 

５．勤務先に併設した施設で子どもをみてくれるサービス 

６．その他（                                   ） 

１．病児・病後児を他人にみてもらうのは不安 

２．事業の質に不安がある 

３．事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

４．利用料がかかる・高い 

５．利用料がわからない 

６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（                                   ） 

⇒問 22－３へ 

⇒問 22－４へ 

 

⇒問 23へ 

⇒問 22－６へ 
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９．あて名のお子さんの不定期の教育・保育事業や一時預かり等の利用についてうかがい

ます 

問 23 あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期

の就労等の目的で、不定期に利用している事業はありますか。ある場合は、当てはまる番号すべ

てに○をつけ、１年間の利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入ください。 

（数字は一枠に一字です。） 

 利用している事業・日数（年間） 日数 

 １．一時預かり（私用など理由を問わずに保育園などで一時的に子どもを保育する事業）    日 

 ２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ）    日 

 ３．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業）    日 

 ４．夜間養護等事業：トワイライトステイ（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業）    日 

 ５．ベビーシッター    日 

 ６．その他（                     ）    日 

 ７．利用していない 

 

問 23－１ 問 23で「７．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

現在利用していない理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい一時預

かり等の事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について当てはまる番号・記

号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください。利用したい日数の合計と、目的別の内訳の

日数を□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料（保育料等）がかかります。 

 １．利用したい                        計      日 

  ア．私用(買物、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の習い事等)、リフレッシュ目的     日 

  イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の通院等     日 

  ウ．不定期の就労     日 

  エ．その他（                     ）     日 

 ２．利用する必要はない 

１．特に利用する必要がない 

２．利用したい事業が地域にない 

３．事業の質に不安がある 

４．事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

５．利用料がかかる・高い 

６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない 

８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

９．その他（                                   ） 

問 24－１へ 

問 24へ 

⇒問 23－１へ 

⇒問 25へ 
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問 24－１ 問 24で「１．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 24 の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思いますか。当て

はまる番号すべてに○をつけてください。 

 
 

問 25 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さん

を泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（預け先が見つから

なかった場合も含みます。）「１．あった」場合は、この１年間の対処方法として当てはまる記号

すべてに○をつけ、それぞれの泊数も□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

１．あった 

ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった    泊 

イ．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 
   泊 

ウ．「イ」以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した    泊 

エ．仕方なく子どもを同行させた    泊 

オ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた    泊 

カ．その他（                    ）    泊 

２．なかった 

 

問 25－１ 問 25 で、「１．あった ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」に○をつけた方

にうかがいます。 

その場合の困難度はどの程度でしたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

  

１．幼稚園や保育所などの大規模施設で子どもを保育するサービス 

２．地域子育て支援拠点などの小規模な施設で子どもを保育するサービス 

３．地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育するサービス（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４．その他（                                   ） 

１．非常に困難 ２．どちらかというと困難 ３．特に困難ではない 

⇒問 25－１へ 
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10．あて名のお子さんの小学校就学後の放課後の過ごし方についてうかがいます 

 

問 26 あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了

後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、

それぞれの希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合

には、利用を希望する時間も□内に数字でご記入ください。時間は、必ず「（例）18時 00分」の

ように 24時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

 
 

※１「放課後児童クラブ」・・・地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭にいない

場合などに、支援員の下、子どもの生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっ

ては、一定の利用料がかかります。 

※２「放課後子ども教室」・・・地域の方々に協力を得て、子どもたちに学習や様々な体験・交流活動の機会を提供する

ものです。保護者の就労の有無にかかわらず、すべての小学生が利用でき、事業の利用

にあたっては、事前登録が必要になります。 

  

１．自宅 ···························  週  日くらい 
 

２．祖父母宅や友人・知人宅 ··················  週  日くらい 
 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） ·····  週  日くらい 
 

４．放課後児童クラブ※１ ····················  週  日くらい 
 

⇒下校時から     時    分まで 
 

５．放課後子ども教室※２ ····················  週  日くらい 
 

６．児童館 ··························  週  日くらい 
 

７．ファミリー・サポート・センター ··············  週  日くらい 
 

８．その他（公民館、公園など） ················  週  日くらい 
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問 27 あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終

了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、

それぞれの希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合

には、利用を希望する時間も□内に数字でご記入ください。時間は、必ず「（例）18時 00分」の

ように 24時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

※かなり先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

 

問 28 問 26または問 27で「４．放課後児童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

あて名のお子さんについて、土曜日、日曜日、祝日に、放課後児童クラブの利用希望はあります

か。（１）～（３）それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用し

たい時間帯を、□内に必ず「（例）09時 00 分から 18 時 30 分」のように 24時間制でご記入くだ

さい。 

（数字は一枠に一字です。）なお、事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

（１）土曜日 

 

（２）日曜日 

 

（３）祝日 

 

１．自宅 ···························  週  日くらい 
 

２．祖父母宅や友人・知人宅 ··················  週  日くらい 
 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） ·····  週  日くらい 
 

４．放課後児童クラブ ·····················  週  日くらい 
 

⇒下校時から     時    分まで 
 

５．放課後子ども教室 ·····················  週  日くらい 
 

６．児童館 ··························  週  日くらい 
 

７．ファミリー・サポート・センター ··············  週  日くらい 
 

８．その他（公民館、公園など） ················  週  日くらい 
 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい ⇒利用したい時間帯          

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    時    分から    時    分まで 

３．利用する必要はない 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい ⇒利用したい時間帯          

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    時    分から    時    分まで 

３．利用する必要はない 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい ⇒利用したい時間帯          

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    時    分から    時    分まで 

３．利用する必要はない 
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問 29 あて名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の学校休業期間中の放課後児

童クラブの利用希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい

時間帯を、□内に必ず「（例）09時 00分から 18 時 30分」のように 24時間制でご記入ください。 

（数字は一枠に一字です。） 

なお、事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

 

 

11．すべての方に、育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度についてうかがい

ます 

 

問 30 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

①母親、②父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

①母親 ②父親 育児休業の取得状況（当てはまる番号１つに○） 

１ １ 取得していない 

２ ２ 取得した（取得中である） 

３ ３ 働いていなかった 

 

問 30－１ 問 30で「１．取得していない」に○をつけた方にうかがいます。 

取得していない理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

①母親 ②父親 取得していない理由（当てはまる番号すべてに○） 

１ １ 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２ ２ 仕事が忙しかった 

３  （産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４ ４ 仕事に戻るのが難しそうだった 

５ ５ 昇給・昇格などが遅れそうだった 

６ ６ 収入減となり、経済的に苦しくなる 

７ ７ 保育所などに預けることができた 

８ ８ 配偶者が育児休業制度を利用した 

９ ９ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10 10 子育てや家事に専念するため退職した 

11 11 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12 12 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13 13 育児休業を取得できることを知らなかった 

14  産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15  その他（                         ） 

 15 その他（                         ） 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい ⇒利用したい時間帯          

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    時    分から    時    分まで 

３．利用する必要はない 

⇒問 30－１へ 

⇒問 30－２へ 
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問 30－２ すべての方にうかがいます。 

子どもが原則１歳（保育の実施が行われないなど一定の要件を満たす場合は１歳６か月または２

歳）になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳になるまでの育児休業等（法

定の育児休業及び企業が法定を上回る期間設けた育児休業に準ずる措置）期間について健康保険

及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組みがありますが、そのことをご存じでしたか。 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

問 30－３ 問 30で「２．取得した（取得中である）」に○をつけた方にうかがいます。取得していない 

方は問 31へお進みください。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

①母親、②父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

①母親 ②父親 育児休業取得後の職場復帰状況（当てはまる番号１つに○） 

１ １ 育児休業取得後、職場に復帰した 

２ ２ 現在も育児休業中である 

３ ３ 育児休業中に離職した 

問 30－４ 問 30－４～問 30－６は、問 30－３で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけ

た方にうかがいます。 

育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでしたか。ある

いはそれ以外でしたか。 

①母親、②父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

※年度初めでの認可保育所入所を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育所に入所

した場合なども「１」に当てはまります。また、年度初めでの入所を希望して復帰したが、実際

には希望する保育所に入所できなかったという場合も「１」を選択してください。 

①母親 ②父親 育児休業取得について（当てはまる番号１つに○） 

１ １ 年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

２ ２ それ以外だった 

問 30－５ 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、お

勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。 

①母親、②父親それぞれについて、□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

  ①母親 ②父親 
                

 実際の取得期間   歳    か月   歳    か月 
                                

 希望   歳    か月   歳    か月 
                

問 30－６ お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としては

お子さんが何歳何か月のときまで取りたかったですか。 

①母親、②父親それぞれについて、□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

  ①母親 ②父親 
                

 
３歳まで休暇を取得できる 

場合の希望 
  歳    か月   歳    か月 

                

１．育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２．育児休業給付のみ知っていた 

３．保険料免除のみ知っていた 

４．育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 
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問 30－７ 問 30－５で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。希望の時期に職場復帰しなかっ

た理由はなんですか。①母親、②父親それぞれについて、当てはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

（１）「希望」より早く職場復帰した方 

①母親 ②父親 希望より早く職場復帰した理由（当てはまる番号すべてに○） 

１ １ 希望する保育所に入るため 

２ ２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ ３ 経済的な理由で早く復帰する必要があったため 

４ ４ 人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５  その他（                              ） 

 ５ その他（                              ） 

（２）「希望」より遅く職場復帰した方 

①母親 ②父親 希望より遅く職場復帰した理由（当てはまる番号すべてに○） 

１ １ 希望する保育所に入れなかったため 

２ ２ 自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３ ３ 配偶者や家族の希望があったため 

４ ４ 職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５ ５ 子どもをみてくれる人がいなかったため 

６  その他（                              ） 

 ６ その他（                              ） 

問 30－８ 問 30－３で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。 

育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。 

①母親、②父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

①母親 ②父親 職場復帰時の短時間勤務制度利用の有無（当てはまる番号１つに○） 

１ １ 利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった） 

２ ２ 利用した 

３ ３ 利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった） 

問 30－９ 問 30－８で「３．利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」に○をつけた

方にうかがいます。短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由はなんですか。 

①母親、②父親それぞれについて、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

①母親 ②父親 短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由（当てはまる番号すべてに○） 

１ １ 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

２ ２ 仕事が忙しかった 

３ ３ 短時間勤務にすると給与が減額される 

４ ４ 短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる 

５ ５ 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６ ６ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、子どもをみてくれる人がいた 

７ ７ 子育てや家事に専念するため退職した 

８ ８ 職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

９ ９ 短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

10  その他（                              ） 

 10 その他（                              ） 
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問 30－10 問 30－３で「２．現在も育児休業中である」に○をつけた方にうかがいます。 

あて名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる保育所等事業があれば、１歳になるまで

育児休業を取得しますか。または、利用できる保育所等事業があっても１歳になる前に復帰しま

すか。①母親、②父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

①母親 ②父親 育児休業取得について（当てはまる番号１つに○） 

１ １ １歳になるまで育児休業を取得したい 

２ ２ １歳になる前に復帰したい 

 

12．刈谷市の子育てサービス、子育てに関連する分野の満足度についてうかがいます 

問 31 下記の①～⑮のサービスを知っていますか。また、知っている方は利用したことがありますか。

それぞれのサービスについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

サービスの種類 

（１）認知度 ⇒

（
１
）
認
知
度
で
、「
１
．
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
項
目
に
つ
い
て
、
利
用
状
況
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

（２）利用状況 

知
っ
て
い
る 

知
ら
な
い 

利
用
し
て
い
る
・ 

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る 

利
用
し
た
こ
と
は
な
い 

①生後４か月までのあかちゃん訪問 1 ２ 1 ２ 

②臨時保育室（カンガルールーム） 1 ２ 1 ２ 

③子育て支援センター・子育て広場 1 ２ 1 ２ 

④一時保育 1 ２ 1 ２ 

⑤ほのぼのルーム 1 ２ 1 ２ 

⑥地域の子育てボランティア活動 1 ２ 1 ２ 

⑦子育てサークル 1 ２ 1 ２ 

⑧はぐみんカード 1 ２ 1 ２ 

⑨虐待ホットライン 1 ２ 1 ２ 

⑩子ども相談センター 1 ２ 1 ２ 

⑪育児ママ訪問サポート 1 ２ 1 ２ 

⑫適応指導教室（すこやか教室） 1 ２ 1 ２ 

⑬市が発行している子育てに関する情報誌（子育てガイドブック） 1 ２ 1 ２ 

⑭市が運用している子育てに関するホームページ 1 ２ 1 ２ 

⑮防犯メール配信サービス 1 ２ 1 ２ 
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問 31－１ 問 31（２）利用状況で「１．利用している・利用したことがある」「２．利用したことはな

い」に○をつけた方にそれぞれうかがいます。利用している・利用したことがある方はそれぞれ

のサービスの満足度について、利用したことのない方は今後の利用意向についてお答えください。

それぞれのサービスについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

サービスの種類 

（１）利用している・利用

したことがある方の満足度 

 （２）利用したこと

はない方の利用意向 

満
足 

や
や
満
足 

ふ
つ
う 

や
や
不
満 

不
満 

 利
用
し
て
み
た
い 

利
用
し
た
く
な
い 

わ
か
ら
な
い 

①生後４か月までのあかちゃん訪問 ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

②臨時保育室（カンガルールーム） ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

③子育て支援センター・子育て広場 ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

④一時保育 ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

⑤ほのぼのルーム ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

⑥地域の子育てボランティア活動 ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

⑦子育てサークル ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

⑧はぐみんカード ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

⑨虐待ホットライン ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

⑩子ども相談センター ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

⑪育児ママ訪問サポート ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

⑫適応指導教室（すこやか教室） ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

⑬市が発行している子育てに関する情報誌（子育てガイドブック） ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

⑭市が運用している子育てに関するホームページ ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

⑮防犯メール配信サービス ５ ４ ３ ２ １  1 ２ 3 

問 32 あなたは、刈谷市における下記①～⑦の分野についてどのように感じていますか。それぞれの満

足度について、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

項目 満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 

①子育て支援サービスの充実と利便性 ５ ４ ３ ２ １ 

②妊娠・出産・育児期の健診の利便性 ５ ４ ３ ２ １ 

③小児医療サービスの利便性 ５ ４ ３ ２ １ 

④公園など、身近な子どもの遊び場の充実 ５ ４ ３ ２ １ 

⑤企業・事業所などの子育て支援施策 ５ ４ ３ ２ １ 

⑥犯罪などの少ない安心できる地域環境 ５ ４ ３ ２ １ 

⑦総合的な子育てのしやすさ ５ ４ ３ ２ １ 
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13．国では 2019 年 10 月から実施する消費税増税分を使って、幼児教育・保育の無償

化を一部導入する予定としています。幼児教育・保育の無償化についてうかがいます 

 

問 33 あなたは、無償化によって、幼児教育・保育の利用を変更したいと考えますか。当てはまる番号

１つに○をつけてください。 

 
 

問 34 あなたは、無償化によって、幼児教育・保育にどのような影響や効果があると思いますか。当て

はまる番号すべてに○をつけてください。 

 
 

14．子育て全般、その他自由意見についてうかがいます 

問 35 あなたは、自身の子育てについての楽しさの程度はどのように感じていますか。当てはまる番号

１つに○をつけ、その理由をご記入ください。 

 

 

問 36 あなたは、自身の子育てについてのつらさの程度はどのように感じていますか。当てはまる番号

１つに○をつけ、その理由をご記入ください。 

 

  

１．変更する予定がある 

２．変更する予定はないが、可能であれば変更したい 

３．変更はしない 

１．幼児教育が収入の低い世帯でも受けられ、学力向上などの効果が期待できる 

２．子育てしやすい環境づくりとなり少子化対策につながる 

３．費用の高い幼稚園の無償化で、待機児童問題への解決につながる 

４．保育所を希望する人がさらに増え、待機児童が増える 

５．子育て家庭の経済的負担軽減につながる 

６．幼稚園・保育所のいずれの施設でも質の高い幼児教育が受けられるようになる 

７．今まで費用面で幼稚園に預けられなかった家庭にも選択の幅が広がる 

８．教育の質向上を目指すため、保育士や幼稚園教諭に対し、新たな研修制度などが充実する 

９．その他（                                     ） 

（楽しい） ５   ４   3   ２   １ （楽しくない） 

（理由：                                     ） 

 

（つらい） ５   ４   3   ２   １ （つらくない） 

（理由：                                     ） 
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問 37 あなたは、子どもが生まれてからの子育て支援にかかる地域の状況についてどのように感じてい

ますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

問 38 あなたは、刈谷市の子育て施策についてどのように感じていますか。当てはまる番号１つに○を

つけてください。なお、「５．不満がある」を選択した方は、その理由をご記入ください。 

 

問 39 あなたは、実際に何人の子どもを持つ予定ですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

問 40 あなたは、理想として何人の子どもを持ちたいと考えますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

 

問 41 あなたが、刈谷市外に住む友人や知人等へ刈谷市をおすすめするとしたら、おすすめの程度はど

のように感じていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

問 42 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、自由

にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

ご協力、ありがとうございました。 

切手を貼らずに同封の封筒に入れ、投函をお願いいたします。 

１．地域の人から声をかけてもらえるようになった 

２．困ったときに助け合うことができると思えるようになった 

３．この地域に住む人は信頼できる人が多いと思えるようになった 

４．地域への愛着が深まった 

５．特に変わらない 

１．満足している ２．やや満足している ３．どちらでもない 

４．やや不満がある ５．不満がある → （不満の理由            ）

６．その他 

１．１人 ２．２人 ３．３人 

４．４人 ５．５人以上  

１．１人 ２．２人 ３．３人 

４．４人 ５．５人以上  

１0   ９   ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １   0 

高                                       低 
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刈谷市の子ども・子育てに関するアンケート調査 

【小学生児童保護者の方への調査ご協力のお願い】 

皆様には日頃より市政にご理解とご協力をたまわり誠にありがとうございます。 

さて、国の「子ども・子育て支援新制度」は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変

化に対応して、子どもや保護者に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長することがで

きる社会を実現することを目的としています。 

本市では、より一層の子育て支援施策の充実に向け、「第２次刈谷市子ども・子育て支援事業計画」

を策定します。 

このため、市民の皆様の子育て状況や、子ども・子育てに関するご要望・ご意見などを把握するべく、 

「刈谷市の子ども・子育てに関するアンケート調査」を実施することとなりました。 

この調査は、刈谷市にお住まいの、小学生のお子さんをお持ちの保護者の方にご協力をお願いするも

のです。ご回答いただいた調査内容は、市や国・県の子ども・子育て施策の検討にのみ利用させていた

だくものであり、回答者個人が特定されたり、他の目的に利用されたりすることは一切ございません。 

つきましては、ご多用のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう

お願い申し上げます。 

平成30年11月 

刈谷市長 竹中 良則 

記入にあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このアンケート調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

刈谷市 次世代育成部 子育て推進課 

電話：0566-62-1061（ダイヤルイン）    FAX：0566-24-3481 

e-mail：ksuishin@city.kariya.lg.jp 

【調査票をお送りした方の選び方】 

●刈谷市内の１～３年生の方の中から無作為に選びました。 

●特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについて、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

【プライバシーへの配慮】 

●名前や住所を書く必要はありません。回答は統計的に処理し、個人を特定することはありません。また、上記の調

査目的以外には使用しません。 

【回答にあたってのお願い】 

●設問文を読み、あてはまる選択肢の番号を〇で囲んでください。「〇は1つ」、「あてはまる番号すべてに〇」などの

指示にしたがって回答してください。 

●設問によっては、□内に人数や時間を直接記入するものがありますのでご注意ください。 

●選択肢の内、その他を選んだ場合は（ ）内にできるだけ具体的にその内容をご記入ください。 

●答えたくない質問やあてはまらない質問には、答えなくても結構です。 

●ご記入が済みましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて11月30日(金)までにポストに投函してくだ

さるようお願いいたします。 
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１．お住まいの地域についてうかがいます 

問１ あて名のお子さんが通っている小学校はどこですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

私立の小学校等に通っている場合は、「16」を選択し、（ ）内にお住まいの町名をご記入くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

問２ 保護者の方の刈谷市在住期間（平成 30年 10月 1日現在）はどのくらいですか。 

①母親、②父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

①母親 ②父親 刈谷市在住期間（当てはまる番号１つに○） 

１ １ ２年未満（現在住んでいない場合を含む） 

２ ２ ２年以上５年未満 

３ ３ ５年以上10年未満 

４ ４ 10年以上 

 

２．封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます 

問３ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

問４ お子さんは何人いますか。あて名のお子さんを含めた人数をご記入ください。また、２人以上の

お子さんがいる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

問５ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係で、当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

 

 

問６ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

 

平成    年    月 生まれ 

 

子どもの数  人  末子の生年月 平成    年    月 生まれ 

 

１．母親 ２．父親 ３．その他（          ） 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

１．亀城   ２．小高原  ３．日高  ４．衣浦 

５．住吉   ６．かりがね   ７．平成  ８．富士松南 

９．富士松北  10．富士松東  11．小垣江 12．小垣江東 

13．双葉  14．東刈谷  15．朝日  

16．その他（町名のみご記入ください：       ） 
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問７ あて名のお子さんの子育てや教育を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で、

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 
 

３．子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます 

問８ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに○をつ

けてください。 

 

問８－１ 問８で「１」または「２」に○をつけた方にうかがいます。 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

 

問８－２ 問８で「３」または「４」に○をつけた方にうかがいます。 

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

 

問９ あて名のお子さんの子育てや教育をする上で、気軽に相談できる人はいますか。あるいは相談で

きる場所はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１．父母ともに ２．主に母親 

３．主に父親 ４．主に祖父母 

５．その他（               ） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

１．祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                   ） 

１．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                   ） 

１．はい ２．いいえ 

⇒問８－１へ 

⇒問８－２へ 

⇒問９へ 

⇒問９－１へ ⇒問 10へ 
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問９－１ 問９で「１．はい」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんの子育てや教育に関して、気軽に相談できる人や場所について、当てはまる番号すべて

に○をつけてください。 

 

 

問 10 子育てや教育をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポートがあれば

よいとお考えでしょうか。自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

４．あて名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます 

あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

 

問 11（１） 母親についてうかがいます。【父子家庭の場合は記入不要です】 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

問 11（１）－１ 問 11（１）で「１～４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就

労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

１．祖父母等の親族 ２．友人・知人 ３．近所の人 

４．小学校の先生 ５．放課後児童クラブ ６．放課後子ども教室 

７．児童館 ８．塾などの習い事 ９．保健所・保健センター 

10．民生委員・児童委員 11．かかりつけの医師  

12．行政の子育て関連担当窓口 13．その他（                    ） 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労している 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労している 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

１週当たり  日  １日当たり    時間    分 

 

⇒問 11 

（１）－１へ 

 

⇒問 11（２）へ 
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問 11（１）－２ 問 11（１）で「１～４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時刻が一定でない場合は、もっとも多いパターンに

ついてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えく

ださい。時刻は、必ず「（例）08時 00分、18時 30分」のように、24時間制でご記入ください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

 

問 11（２） 父親についてうかがいます。【母子家庭の場合は記入不要です】 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

問 11（２）－１ 問 11（２）で「１～４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就

労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。育休・

介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

 

問 11（２）－２ 問 11（２）で「１～４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時刻が一定でない場合は、もっとも多いパターンに

ついてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

時刻は、必ず「（例）08時 00分、18時 30分」のように、24時間制でご記入ください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。） 

 

 

  

家を出る時刻    時    分 帰宅時刻    時    分 

 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労している 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労している 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

１週当たり  日  １日当たり    時間    分 

 

家を出る時刻    時    分 帰宅時刻    時    分 

 

⇒問 11 

（２）－１へ 

 

⇒問 13へ 
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問 12 問 11（１）または問 11（２）で「３」「４」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつ

けた方にうかがいます。 

フルタイムへの転換希望はありますか。①母親、②父親それぞれについて、当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

①母親 ②父親 フルタイムへの転換希望（当てはまる番号１つに○） 

１ １ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、

実現できる見込みがある 

２ ２ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、

実現できる見込みはない 

３ ３ パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４ ４ 
パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に 

専念したい 

 

問 13 問 11（１）または問 11（２）で「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」また

は「６．これまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか。（１）母親、（２）父親それぞれについて、当てはまる番号・

記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内には数字をご記入ください。（数字は一枠に一字で

す。） 

（１）母親 

 

（２）父親 

 

  

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが    歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態 

 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが    歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態 

 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週当たり  日  １日当たり    時間 

 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週当たり  日  １日当たり    時間 
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５．あて名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます 

 

問 14 この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。 

 

 

問 14－１ 問 14で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。 

あて名のお子さんが病気やけがで学校を休んだ場合に、この１年間に行った対処方法として当て

はまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字でご記入ください。半日程度の対応

の場合も１日とカウントしてください。（数字は一枠に一字です。） 

 １年間の対処方法 日数 

 ア．父親が休んだ      日 

 イ．母親が休んだ    日 

 ウ．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった    日 

 エ．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた    日 

 オ．病児・病後児の保育を利用した    日 

 カ．ファミリー・サポート・センターを利用した    日 

 キ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた    日 

 ク．その他（                   ）    日 

 

問 14－２ 問 14－１で「ア」「イ」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思いましたか。当てはま

る番号１つに○をつけ、「ア」「イ」の日数のうち利用したかった日数についても□内に数字で

ご記入ください。（数字は一枠に一字です。）なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一

定の利用料（保育料等）がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

 

問 14－３ 問 14－２で「２．利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいます。 

そう思う理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

  

１．あった ２．なかった 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒      日 

２．利用したいとは思わない 

⇒問 14－１へ ⇒問 15へ 

 

問 14－２へ 

 

問 14－４へ 

⇒問 15へ 

⇒問 14－３へ 

 

１．病児・病後児を他人にみてもらうのは不安 

２．事業の質に不安がある 

３．事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

４．利用料がかかる・高い 

５．利用料がわからない 

６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（                                   ） 
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問 14－４ 問 14－１で「ウ～ク」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで子どもをみたい」と思いましたか。当てはま

る番号１つに○をつけ、「ウ～ク」の日数のうち仕事を休んで子どもをみたかった日数について

も□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

 

問 14－５ 問 14－４で「２．休んで子どもをみることは非常に難しい」に○をつけた方にうかがいま

す。 

そう思う理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 
 

６．あて名のお子さんの一時預かり等の利用についてうかがいます 

問 15 あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい一時預

かり等の事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について当てはまる番号・記

号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください。利用したい日数の合計と、目的別の内訳の

日数を□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料（保育料等）がかかります。 

 １．利用したい                       計    日 

  ア．私用(買物、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の習い事等)、リフレッシュ目的    日 

  イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の通院等    日 

  ウ．不定期の就労    日 

  エ．その他（                     ）    日 

 ２．利用する必要はない 

問 16 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さん

を泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（預け先が見つから

なかった場合も含みます。）「１．あった」場合は、この１年間の対処方法として当てはまる記号

すべてに○をつけ、それぞれの泊数も□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

１．あった 

ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった        泊 

イ．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 
   泊 

ウ．「イ」以外の保育事業を利用した    泊 

エ．仕方なく子どもを同行させた    泊 

オ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた    泊 

カ．その他（                    ）    泊 

２．なかった 

 

１．できれば仕事を休んで子どもをみたい ⇒      日 

２．休んで子どもをみることは非常に難しい 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない ２．自営業なので休めない 

３．休暇日数が足りないので休めない ４．その他（               ） 

⇒問 15へ 

⇒問 14－５へ 

 

⇒問 16－１へ 
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問 16－１ 問 16 で、「１．あった ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」に○をつけた方

にうかがいます。 

その場合の困難度はどの程度でしたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

７．放課後の過ごし方についてうかがいます 

問 17 あて名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごして

いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週当たり日数を数字でご記入ください。

また、「放課後児童クラブ」の場合には、利用している時間も□内に数字でご記入ください。 

時間は、必ず「（例）18時 00分」のように 24時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

 

※１「放課後児童クラブ」・・・地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭にいない

場合などに、支援員の下、子どもの生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっ

ては、一定の利用料がかかります。 

※２「放課後子ども教室」・・・地域の方々の協力を得て、子どもたちに学習や様々な体験・交流活動の機会を提供する

ものです。保護者の就労の有無にかかわらず、すべての小学生が利用でき、事業の利用

にあたっては、事前登録が必要になります。 

  

１．非常に困難 ２．どちらかというと困難 ３．特に困難ではない 

１．自宅 ···························  週  日くらい 
 

２．祖父母宅や友人・知人宅 ··················  週  日くらい 
 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） ·····  週  日くらい 
 

４．放課後児童クラブ※１ ····················  週  日くらい 
 

⇒下校時から     時    分まで 
 

５．放課後子ども教室※２ ····················  週  日くらい 
 

６．児童館 ··························  週  日くらい 
 

７．ファミリー・サポート・センター ··············  週  日くらい 
 

８．その他（公民館、公園など） ················  週  日くらい 
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問 18 あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終

了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、

それぞれの希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合

には、利用を希望する時間も□内に数字でご記入ください。時間は、必ず「（例）18時 00分」の

ように 24時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字です。） 

 

 

問 19 問 17または問 18で「４．放課後児童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

あて名のお子さんについて、土曜日、日曜日、祝日に、放課後児童クラブの利用希望はあります

か。（１）～（３）それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用し

たい時間帯を、□内に必ず「（例）09時 00 分から 18 時 30 分」のように 24時間制でご記入くだ

さい。 

（数字は一枠に一字です。）なお、事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

（１）土曜日 

 

（２）日曜日 

 

（３）祝日 

 

 

 

１．自宅 ···························  週  日くらい 
 

２．祖父母宅や友人・知人宅 ··················  週  日くらい 
 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） ·····  週  日くらい 
 

４．放課後児童クラブ ·····················  週  日くらい 
 

⇒下校時から     時    分まで 
 

５．放課後子ども教室 ·····················  週  日くらい 
 

６．児童館 ··························  週  日くらい 
 

７．ファミリー・サポート・センター ··············  週  日くらい 
 

８．その他（公民館、公園など） ················  週  日くらい 
 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい ⇒利用したい時間帯          

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    時    分から    時    分まで 

３．利用する必要はない 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい ⇒利用したい時間帯          

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    時    分から    時    分まで 

３．利用する必要はない 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい ⇒利用したい時間帯          

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    時    分から    時    分まで 

３．利用する必要はない 
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問 20 あて名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の学校休業期間中の放課後児

童クラブの利用希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい

時間帯を、□内に必ず「（例）09 時 00 分から 18 時 30 分」のように 24 時間制でご記入くださ

い。（数字は一枠に一字です。）なお、事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

 

 

８．刈谷市の子育てサービス、子育て全般、その他自由意見についてうかがいます 

問 21 あなたは、刈谷市における下記①～⑦の分野についてどのように感じていますか。それぞれの満

足度について、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

項目 満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 

①子育て支援サービスの充実と利便性 ５ ４ ３ ２ １ 

②妊娠・出産・育児期の健診の利便性 ５ ４ ３ ２ １ 

③小児医療サービスの利便性 ５ ４ ３ ２ １ 

④公園など、身近な子どもの遊び場の充実 ５ ４ ３ ２ １ 

⑤企業・事業所などの子育て支援施策 ５ ４ ３ ２ １ 

⑥犯罪などの少ない安心できる地域環境 ５ ４ ３ ２ １ 

⑦総合的な子育てのしやすさ ５ ４ ３ ２ １ 

問 22 あなたは、自身の子育てについての楽しさの程度はどのように感じていますか。当てはまる番号

１つに○をつけ、その理由をご記入ください。 

 

問 23 あなたは、自身の子育てについてのつらさの程度はどのように感じていますか。当てはまる番号

１つに○をつけ、その理由をご記入ください。 

 

問 24 あなたは、子どもが生まれてからの子育て支援にかかる地域の状況についてどのように感じてい

ますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい ⇒利用したい時間帯          

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    時    分から    時    分まで 

３．利用する必要はない 

（楽しい） ５   ４   3   ２   １ （楽しくない） 

（理由：                                      ） 

（つらい） ５   ４   3   ２   １ （つらくない） 

（理由：                                      ） 

１．地域の人から声をかけてもらえるようになった 

２．困ったときに助け合うことができると思えるようになった 

３．この地域に住む人は信頼できる人が多いと思えるようになった 

４．地域への愛着が深まった 

５．特に変わらない 
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問 25 あなたは、刈谷市の地域の子どもの遊び場について日ごろから不満を感じていることはあります

か。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 

問 26 あなたは、刈谷市の子育て施策についてどのように感じていますか。当てはまる番号１つに○を

つけてください。なお、「５．不満がある」を選択した方は、その理由をご記入ください。 

 

問 27 あなたは、実際に何人の子どもを持つ予定ですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

問 28 あなたは、理想として何人の子どもを持ちたいと考えますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

 

問 29 あなたが、刈谷市外に住む友人や知人等へ刈谷市をおすすめするとしたら、おすすめの程度はど

のように感じていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

問 30 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、自由

にご記入ください。 

 

 

 

 

 

ご協力、ありがとうございました。 

切手を貼らずに同封の封筒に入れ、投函をお願いいたします。 

１．思い切り遊ぶための十分な広さがない     ２．遊具などの種類が充実していない 

３．子どもと同じ年ぐらいの遊び仲間がいない   ４．遊び場周辺が危険である 

５．いつも閑散としていて寂しい         ６．遊び場周辺の環境が悪い 

７．近くに遊び場がない             ８．衛生的に問題がある 

９．その他（                ） 10．特に不満を感じることはない 

１．満足している ２．やや満足している ３．どちらでもない 

４．やや不満がある ５．不満がある → （不満の理由            ）

６．その他 

１．１人 ２．２人 ３．３人 

４．４人 ５．５人以上  

１．１人 ２．２人 ３．３人 

４．４人 ５．５人以上  

１0   ９   ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １   0 

高                                       低 
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